


1） 本製品と本書は、ヤノ電器株式会社の著作物です。当社の著作物の一部または全
部を、当社に無断で複製し、複写し、転載し、改変することは、法律で禁止され
ています。

2） 本製品と本書は、改良のために内容を予告せずに、変更する場合がありますので
ご了承ください。

3） 本製品は、法律で定める戦略物資等輸出規制製品に該当する場合がありますので、
本製品の輸出あるいは国外への持ち出しにはご留意ください。

4） 本製品は、日本国内でご利用いただくように設計、製作されています。国外での
ご使用に関しては、当社は責任を負いかねます。国外へのサポート、アフター
サービスはいたしかねますので、あらかじめご了承ください。

5） 本製品を使用して、作成し、保存したデータが、ハードウェアの故障、誤動作あ
るいは他の理由によって破壊された場合には、当社は理由の如何にかかわらず保
証いたしかねます。ご必要なデータはあらかじめバックアップされることをお奨
めいたします。

6） 本書をバックアップし、ご自分で保有される場合に限って、一部のみ複写するこ
とができます。

7） 本製品のソースコードをお客様に開示し、ご使用を許諾することはありません。
本ソフトウェア製品の解析、逆アッセンブル、逆コンパイル、またはリバース
エンジニアリングを禁止しております。

8） 本書に記載のない、あるいは本書に記載された内容と異なる操作によって生じた、
どのような事故、損害に関しても、当社では責任を負いかねます。

9） 本製品は、医療など人命にかかわる機器、航空機、原子力、輸送など高い信頼性
や安全性を必要とする設備や機器としての使用、あるいはこれらの機器や設備に
組み込んで使用されることは考慮しておりません。このようなご利用によって生
じた、どのような事故、損害に関しても、当社では責任を負いかねます。

10）本製品および本書の内容について、ご不審な点や、お気付きの点がございましたら、
当社カスタマサポートまでご一報くださいますようお願い申し上げます。



はじめに

このたびは、弊社製NAS RAID装置 N-RAID     をお買い上げいただき
ありがとうございます。N-RAID     は、これ１台でファイル共有を行う
ことができるNAS（Network Attached Storage）システムです。
このマニュアルを読んでN-RAIDの設定を行ってください。なお、こ
のマニュアルでは、一部を除き「N-RAID     」のことを「本製品」また
は「サーバ」と記述しています。Mac OS およびMac OS X を搭載し
たコンピュータを総称して「Macintosh」、Windows を搭載したコン
ピュータを総称して「Windows」と記述しています。また、Webブラ
ウザから呼び出してお使いいただける本製品の管理ソフトのことを

「YFS Controller Pro」と記述しています。このマニュアルに記載され
ている画面上の表示等は、お使いのコンピュータのシステムの設定や
バージョンによって、見え方が異なる場合があります。

●マニュアルの本文中の記号について

操作上、非常に大切なことを説明しています。注意事項を守らない
と、重大なトラブルが発生し、データが失われることがあります。

操作にあたって気にとめていただきたいことを説明しています。操作
の参考にしてください。

注　意 



ケガや故障、火災などを防ぐために、ここで説明している注意事項を、必ずお読みく
ださい。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電
などによる死亡や大ケガなど人身事故の原因と
なります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその
他の事故によりケガをしたり、他の危機に損害
を与えたりすることがあります。

本製品を使用する場合は、ご使用のパソコンや周辺機器メーカーが指示
している警告、注意事項に従ってください。

本製品の分解、改造、修理をご自分で行わないでください。
火災や感電、故障の原因になります。また、故障時の保証の対象外となります。

本製品に付属のACアダプタ以外のアダプタを使用しないでください。
火災や感電、故障の原因になります。また、故障時の保証の対象外となります。

本製品に付属の ACアダプタは、AC100Vのコンセントに直接接続して
ご使用ください。また、接続する機器の消費電力の合計が、コンセント
やコンセント付き延長コードの定格を超えないように注意してください。
規格外のコンセントに接続したり、コンセントの定格を超えると、故障や発
熱による火災の原因になります。

ケーブル類を本製品やパソコン本体に接続する場合は、接続するコネク
タに合わせた付属のケーブルを使用してください。
そのまま使用すると発煙や火災、感電などの故障の原因となります。



本製品やパソコン本体から煙が出たり異臭がした時は、直ちに電源を切
り、ACコンセントから電源プラグを抜いてください。そのあと、ご購入
店などにご連絡ください。
そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因となります。

本製品やパソコン本体に、水などの液体や金属、たばこの煙などの異物
を入れないでください。
そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因となります。

本製品やパソコン本体に、水などの液体や異物が入った時は、直ちに電
源を切り、ACコンセントから電源プラグを抜いてください。そのあとご
購入店などにご連絡ください。
そのまま使用すると、火災や感電、故障の原因となります。

電源プラグは、コンセントに確実に接続してください。
接続が不完全な状態のまま使用すると、発熱などにより、火災の原因となり
ます。

電源プラグのホコリ等は、定期的に取り除いてください。
プラグ部分にホコリ等がたまると、湿気等で絶縁不良になり、火災の原因と
なります。プラグ部分にホコリ等がたまった時は、電源プラグを抜き、乾い
た布で拭き取ってください。

ケーブル類は、束ねた状態で使用しないでください。
束ねた状態で使用すると、発熱などにより、火災の原因となります。

ケーブル類や電源プラグは、傷付けたり破損しないように注意してくだ
さい。ケーブル類を踏みつけたり、上に物を載せないでください。
傷んだ状態で使用すると、感電や火災の原因となります。

ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。
感電の原因となります。

水を使う場所や湿気の多いところで、本製品やパソコン本体を使用しない
でください。本製品に水などをこぼさないでください。
火災やショート、感電、故障の原因になります。



雷が鳴るなど、電圧の状態が不安定なときには使用しないでください。
ハードディスク内のデータが消失したり、故障の原因となります。

風通しの悪いところに設置する、布を掛ける、じゅうたんや布団の上に
置くなど、通気口をふさいだ状態で使用しないでください。
通気口をふさぐと、内部に熱がこもり、火災の原因となります。

ビニール袋や小さな部品は、小さなお子様の手の届かないところに保管
してください。
誤って口に入れたり、頭からかぶるなど思わぬ事故の恐れがあります。

本製品の接続、取り外しの際は、本マニュアルの指示に従ってください。
強引な着脱は、機器の故障や、火災、感電の恐れがあります。

本製品を磁石や磁気を持ったものに近づけないでください。

本製品を落としたり、衝撃を与えたりしないでください。
機器の故障やデータ損傷の原因となります。

本製品を移動する時は、ACアダプタから取り外してください。
機器の故障やデータ損傷の原因となります。

電源プラグを抜く時は、必ずプラグ部分を持って抜いてください。
電源コードを引っ張ると、コードが傷付いて、火災や感電の原因となります。

本製品の稼働中に電源コードや、接続ケーブルなどを抜かないでください。
機器の故障やデータ損傷の原因となります。

本製品の上に物を置かないでください。
本製品の上に乗らないでください。
機器の故障やデータ損傷の原因となります。



本製品やパソコン本体を次のようなところで使用、保管をしないでくだ
さい。

・不安定な場所 ・ホコリの多い場所

・振動のある場所 ・直射日光の当たる場所

・高温 /多湿な場所 ・衝撃のある場所

・強い磁気の発生する場所 ・傾斜面

・暖房器具の近く ・たばこの煙

・腐食性ガス雰囲気中 ・静電気の影響を受けやすい場所

本製品内部を結露させたまま使わないでください。
本製品を寒い所から暖かい場所へ移動したり、部屋の温度が急に上昇すると、
内部が結露する場合があります。そのまま使うと誤動作や故障の原因となり
ます。再度使用する場合は、時間をおいて結露がなくなってからご使用くだ
さい。

本体についた汚れなどを落とす場合、柔らかい布で乾拭きしてください。
洗剤で汚れを落とす場合は、水で薄めた中性洗剤液に柔らかい布を浸し、固
く絞ってから汚れをふき取ってください。
シンナー、ベンジン、アルコールなどの有機溶剤を含んでいるものは使用し
ないでください。

長期間本製品やパソコン本体を使用しない時は、電源プラグを抜いてお
いてください。

本製品の使用中にデータが消失もしくは破壊された場合、理由の如何に
関わらず、データの保証は一切いたしかねます。
必要なデータはバックアップするようにしてください。

本製品を廃棄もしくは譲渡する際は、以下の内容にご注意ください。
ハードディスクのデータは削除やフォーマットを行っただけでは完全に消去
されたことにはならず、特殊なソフトウェアなどを利用することにより、
データを復元、再利用される可能性があります。
情報漏洩等のトラブルを回避するためにデータ消去ソフトやサービスをご利
用いただくことをお勧めいたします。

本製品を廃棄する場合は、お住まいの地方自治体で定められた方法で廃棄
してください。
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Chapter 1では、本製品を使用する前に、知っておいて
いただきたいことを説明しています。



C
hapter 1 本製品のパッケージには、下記のものが入っています。お使いになる前に、必ず内容を

ご確認ください。不足品や破損品などがありましたら、すぐにお買い上げの販売店また

は弊社カスタマサポートへご連絡ください。  P134 「サポートとサービスのご案内」

・N-RAID本体......................................................................................... 1台
・ドライブホルダー ............................................................................... 4台
　                           （スペアドライブ付きモデルの場合）................ 5台
・電源ケーブル ....................................................................................... 1本
・ネットワークケーブル ....................................................................... 1本
・キー ....................................................................................................... 2本
・ユーザーズマニュアル（このマニュアルです）............................. 1冊
・液晶表示パネル / ステータス ログ 主な表示一覧表 ................ 各 1部
・N-RAID・お使いになる前に必ずお読みください .................... 各 1部
・保証書、ユーザー登録カード ...................................................... 各 1部
・N-RAIDオンサイト修理サービス加入申込書（オンサイトモデルのみ）..... 各 1部

Windows

Mac OS 7.6※1 ～ 9.2.2  /  Mac OS X 10.1以降

Windows 95 / 98 / 98 SE / Me / NT 4.0 （SP3以降）/ 2000 / XP / Vista

Macintosh

Webブラウザによりサービスを設定します。

※1 Open Transport 1.1～が必要です。
クライアント環境のコンピュータは、ネットワークポートを装備している必要があります。

Java Script と Cookie を使用しています。Java Scriptを利用できる設定にてご使用ください。

・対応OS ：Mac OS X 10.3以降
・Webブラウザ ：Safari 1.2 以降

・対応OS ：Windows 2000 / XP / Vista
・Webブラウザ ：Internet Explorer 6.0以降

Windows

Macintosh

ファイル共有等のサービスを利用するクライアントです。



各種データの保存や共有、一元管理やバックアップなどの用途にお使いいただけます。
また、MacintoshとWindowsの両方からアクセス可能で、さらにNFS（Network File System）
を介してUNIXなどの混在している環境でもスムーズにデータ交換を行えます。
本製品には、4台のハードドライブが装備されており、シングルドライブ構成やRAID
構成など、用途に応じた形態で使用することができます。

MacintoshとWindowsが混在した環境でも、機種やOSの違いによるトラブルやファ
イル名の文字化けなどの問題なく、各種データの保存や共有、一元管理やバックアッ
プ等に使用できます。
※OS固有の制限がありますのでご注意ください。 詳しくはP15をご覧ください。



C
hapter 1

N-RAID 1台での共有フォルダのバックアップや、N-RAID 2台での共有フォルダの
バックアップをすることができます（バックアップ機能）。
2台のN-RAIDでバックアップすることにより、RAID機能に加え、さらにデータの安
全性を確保できます。バックアップを設定することで、万が一、片方のN-RAIDに接
続できなくなっても、すぐにもう片方のN-RAIDを使用することで障害発生時の復旧
にかかる時間を短縮することができます。

ACL（Access Control List）機能により共有フォルダだけでなく、共有フォルダ内部の
ファイルやフォルダに対してアクセス権を設定することができます。

Macintoshのファイル共有プロトコルAFP（Apple Filing Protocol）3.1に対応していま
す。Mac OS X 10.2.x などAFP3.xに対応したクライアントから2GBを超えるファイ
ルを取り扱うことができます。
Windowsのファイル共有はCIFS/SMBに対応しています。Windows NT / 2000サーバ
のドメインレベルセキュリティにも対応します。

障害発生時でも本体の電源を停止することなく故障したドライブの交換ができるホッ
トスワップに対応。また、ドライブの交換後、自動的にデータの再構築を行うオート
リビルド機能を搭載しています。複雑な設定を行うことなくドライブを交換すること
ができます。

予備のドライブを待機（スタンバイ）させ、障害発生時には自動で待機中のドライブ
へデータを再構築するホットスタンバイに対応。 RAID 5と組み合わせれば安全性が
いっそう高まるため、ノンストップ運用に最適です。

サーバー管理はクライアントマシン（Macintosh / Windowsのどちらも可）のWebブ
ラウザから簡単に行えます。設定は簡単で、必要に応じて細かな設定も可能です。



本製品には以下の機能が搭載されています。

AFP（Macintoshの共有機能）とNetBIOS（Windowsの共有機能）、NFS（Network File
System）に対応。ネットワークを介して共有フォルダにファイルを保管し、Macintosh

（Mac OS 7.6～9.2.2 / X 10.1～）やWindows（Windows 95 / 98 / Me / NT4.0 / 2000 / XP /
Vista）、UNIXなど異機種が混在した環境でもファイルを共有することができます。

バックアップ設定を行うことで、N-RAIDの共有フォルダのバックアップをとること
ができます。N-RAID 1台での共有フォルダのバックアップや、2台のN-RAIDでの共
有フォルダのバックアップをすることにより、さらにデータの安全性が確保できます。

共有フォルダごとにアクセス権を設定することができます。それに加え、共有フォル
ダ内部のファイル／フォルダに対してグループやユーザごとのアクセス権限（書き込
み／読み出し／接続不可）が設定できます。

　

Webブラウザを使って簡単に設定できる管理ソフト「YFS Controller Pro」を搭載。
サーバに必要な全ての設定をWebブラウザより行うことができます。DHCPクライア
ントにも対応していますので、ネットワーク内にDHCPサーバがあれば自動的にネッ
トワーク設定を行います。
※DHCPサーバがない場合にはIPアドレスが設定されませんので、N-RAID本体の操作パネルからIP

アドレスの設定を行う必要があります。（P24参照）

　

UPS（無停電電源装置）と本製品をシリアルケーブル（RS-232C）で接続すれば、停電
検出を行うことが可能です。停電時には自動的にシャットダウンしますので、落雷など
で突然の停電が起こってもデータやハードウェアの損傷を防ぐことができます。
本製品は、APC社製 Smart-UPSシリーズとBack-UPS ES 500 / 725に対応しています。



C
hapter 1 本製品をご使用になる場合は、下記の点に注意してください。

●本製品を導入するための作業を始める前に、必ず P2「安全にお使いいた
だくために」をお読みください。

●本製品のアクセス時（アクセスランプが点滅している時）やサーバに接続
している時に、「電源を切る」「電源ケーブルを抜く」「ネットワークケー
ブルを外す」といった行為をしないでください。データが失われたり、本
製品が故障する恐れがあります。

●本製品の電源が入った正常な状態で「ドライブホルダーを取り出す」など
の操作をしないでください。正常な状態でもこれらの操作をすると、オー
トリビルド機能により再構築が開始されたり、最悪の場合はすべてのデー
タが失われることがあります。

●ドライブホルダーは当社指定のもの以外は絶対に使用しないでください。
また、ドライブホルダー内のドライブをお客様ご自身で交換しないでくだ
さい。本製品が正常に動作しなくなります。なお、お客様ご自身でドライ
ブを交換された場合は保証の対象外になります。

●正常時および障害時のいずれの場合でも、電源を切った状態でドライブホ
ルダーを交換しないでください。再構築が開始され、ドライブの不一致を
検出できない場合はデータの内容が保証されないばかりか、正常なドライ
ブホルダーのデータが失われる恐れがあります。

■ 設置場所について
●本製品を床の上や机の下など、ホコリの影響を受けやすい場所への設置は

避けてください。

●本製品は、机の上など風通しの良い場所に設置してください。

●直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど高温になる場所は、本製品の
温度上昇につながりますので設置は避けてください。

●本製品の正面向かって右側および後側は、それぞれ通気口・排気口です。
本製品を設置する際は、右側および後側20センチ以上の空間をあけてく
ださい。また、正面の各ドライブホルダーの周囲からも空気を取り入れて
いますので、紙類等によってふさがないようにしてください。

●タバコの煙の粒子が本製品の内部に付着すると、故障の原因となります。
本製品の近くでの喫煙はご遠慮ください。同様に、チリやホコリの多い場
所では使用しないでください。



●コピー機やプリンタなどの消費電力の大きな機器とは同系列のコンセント
に接続しないでください。

■ メンテナンスについて
●本製品のメンテナンスを行う時は、本製品の電源を切った状態で行ってく

ださい。

●本製品の右側にある通気口は、環境によってはホコリが溜まることがあり
ます。定期的にホコリの除去を行なってください。

●空気の通気は、正面の各ドライブホルダーの周囲からも行っています。
ドライブホルダーを引き抜いて、定期的にホコリの除去をしてください。

●指が届きにくい部位にホコリが溜まっている場合は掃除機などで除去して
ください。

■ ファイルサイズについて
●単一で2GBを超えるファイルは、AFP3.1以降に準拠したクライアントの

みが取り扱うことができます。

■ ファイル名およびフォルダ名として使用する文字の制限について
本製品を使用する場合、クライアントOSによってファイル名やフォルダ名
に制限があります。ここでは、OSごとの制限について説明します。
◆Windowsの場合
ファイル名やフォルダ名に「¥ / : ; * ? " < > ¦」を含む文字列を設定すること
はできません。

◆Macintoshの場合
本製品では、タイプフェイスが定義されていない文字コードを含むファイル
名やフォルダ名は、使用することができません。Mac OS 9以前では、この
ような文字を含むファイルやフォルダを作成することができますが、その
ファイルやフォルダを本製品の共有フォルダにコピーするとエラーが発生し
ますのでご注意ください。
Windowsで設定できない文字を含んだファイル名やフォルダ名をMacintosh
側から本製品に書き込むと、Windowsではファイルアクセスの問題を回避す
るために文字列を変換して表示します。しかしこの状態は、同じファイルの
名称がそれぞれのOS間で異なるという状況になりますので注意が必要です。
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■ RAID構成について
本製品で構成できる RAIDレベルは以下のとおりです。

本製品は、出荷時に4台のドライブで「RAID 5」を構成し、1つのボリュー
ムを作成しています。 設定を変更したい場合は、P39「ボリュームを作成し
直す」を参照してください。

■バックアップ設定を行う上でのユーザー ID及びグループ IDについて
バックアップ設定でバックアップを行った時のファイル／フォルダのオーナ

（所有者）はバックアップ元のユーザーID及びグループIDと同じIDになり
ます。バックアップ先に同じユーザーID及びグループ IDが存在した場合、
バックアップ元のユーザー名・グループ名はバックアップ先のユーザー名・
グループ名に変更されます。ユーザー名・グループ名を変更したくない場合
は、バックアップ先のユーザー・グループをバックアップ元とは別のユー
ザー ID・グループ IDで登録してください。

■ セキュリティについて
本製品では、HTTP（80）、AFP over TCP（518,548）、NBT（137～ 139,445）
の各サーバーサービスを提供しています。また、ユーザ認証はIDとパスワー
ドによって行います。内部や外部からの不正アクセスで被害を受けないよ
う、ファイアウォールやブロードバンドルータを別途ご用意のうえ、安全を
確保し、パスワードも厳重に管理するなどセキュリティには十分注意を払っ
てください。※（ ）内はポート番号

■ スリープ機能について
クライアントにMacintoshをお使いの場合、サーバに接続している状態でス
リープすると、一定時間で強制的に接続を解除します。Macintoshのスリー
プ機能を解除するか、スリープする前に共有を解除（アンマウント）するよ
うにしてください。



⑥ 

⑤ 

① 

③ 

② 

④ 

① 
本製品の設定を行います。液晶表示パネル、LED表示
とボタンで構成されています。詳しくは、次ページ
を参照してください。 

ハードディスクの動作状況を示します。 
　・緑色：ハードディスクに通電中 
　・赤色：ハードディスクの故障 

内部にハードディスクが取り付けられています。 
上部には通気口がありますので、ふさがないように
してください。 

操作パネル 

ドライブホルダー 

ハードディスク 
電源ランプ（緑 / 赤） 

ハードディスクの動作状況を示します。 
　・黄色：ハードディスクにアクセス中 

ハードディスク 
ステータスランプ（黄） 

② 

ドライブホルダーをロックするためのカギ穴です。カギ穴 

空気が通ります。ふさがないようにしてください。通気口 

⑤ 

③ 

④ 

⑥ 
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① 

サーバとして起動が完了すると、上段に「製品名」が、
下段には「設定されている 5つのパラメータ」が表示
されます。 
パラメータは、「サーバ名」→「CPU温度」→「CPU
ファンの速度」→「現在の日時」→「IPアドレス」
の 5つで、2秒ごとに表示が切り替わります。 

本製品のネットワークポートにネットワークケーブ
ルが接続されている時に橙色に点灯します。 

液晶表示パネル 

ネットワーク 
ステータスランプ 

操作パネルで本製品の設定を行う場合は、▲ボタン
および ▼ボタンで設定項目を選択します。 

▲（上向き三角）ボタン 

本製品に電源が投入されると緑色に点灯します。 電源ランプ ⑦ 

選択した値を確定する時にこのボタンを押します。 ENTボタン ⑤ 

前のメニューに戻る時にこのボタンを押します。 ESCボタン ⑥ 

② 

③ 

▼（下向き三角）ボタン ④ 

 

操作パネルで行う設定はすべて、クライアントマシンのWebブラウザから「YFS Controller
Pro」によって設定することができます。クライアントマシンから接続する際に、ネットワー
ク関連の設定を操作パネルで行う必要があります。
操作パネルでのネットワーク関連の設定手順は、P24を参照してください。

ENT ESC

⑤ 

① 

③ 

② 

⑥ 

⑦ 

④ 

注　意 



⑤ 

① 

③ 

② 

④ 

①
ネットワークケーブルを接続します。ギガビット
イーサネットに対応しています。ネットワークポート

②
UPS（無停電電源装置）を接続するためのポートです。
対応するUPSについては、P112を参照してください。UPSポート

③
冷却用のファンが取り付けられています。この部分
をふさがないように注意してください。排気口

④
このスイッチは、シーソー式の押し戻しタイプです。
本製品の電源を ON/OFF する時は、スイッチを押し
てすぐに離してください。

電源スイッチ

本製品に付属の電源ケーブルを接続します。電源コネクタ⑤

サーバの異常時などで、電源スイッチを押しても電源が切れない場合は、電源スイッチを押
し込んだまま数秒間待つと、電源は強制的に切れます。強制的に電源を切った場合、本製品
は異常終了したと認識し、次の起動時に復旧動作（RAID構成のチェック）を行うことがあ
りますのでご注意ください。 復旧動作（RAID構成のチェック）にはデータ容量などにより、
2時間～8時間程度要します。

注　意 



Chapter 2では本製品の基本的な使用方法をStepで説明し
ています。お使いのOSやサーバの設定によって作業順序
が異なります。お使いの設定の内容により、作業を進めて
ください。



C
hapter 2 手順は次ページからのStepの順番です。Stepの内容は以下のとおりです。

N-RAID本体とドライブホルダーを梱包箱より取り出したら、まず外見に破損などが
ないか確認してください。

、以下の手順でドライブホルダーの装着を行ってください。

この操作は、本製品に初めて電源を投入する前（ケーブル類を接続する前）に行ってください。

取 手 

注　意 

・キーを差し込み、時
　計方向に回します。



本製品とハブを接続し、サーバを起動します。

図の表示は例です。

・サーバ名

・CPU温度

・CPUファンの速度

・現在の日時

・IPアドレス
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hapter 2 本製品はネットワーク内のDHCPサーバを検索し、IPアドレスを割り当て、液晶表示

パネルに IPアドレスを表示します。
DHCPサーバが存在しない場合や、DHCPサーバからIPアドレスの取得に失敗した場
合などには、IPアドレスは設定されず、液晶表示パネルにも表示されません。 この場
合には、次項の「IPアドレスを設定する」の手順に従って、IPアドレスを設定する必
要があります。

 …P33 Step 3に進んでください。

 …本製品のIPアドレスとネットマスクを設定します。
以下の手順で行ってください。

操作パネルで IPアドレスを設定します。

・パスワードの初期設定は「00000000」（数字の0が8個）です。
　文字は「▲」ボタン「▼」ボタンで変更します。
　1文字の入力が終わったら「ENT」ボタンで次の文字に移動します。

図の表示は例です。



操作パネルに「ON DISCONNECTED」もしくは「OFF DISCONNECTED」と表示された場
合は、ケーブルが正しく接続されているかどうかを確認してください。

操作パネルでネットマスクを設定します。

・パスワードの初期設定は「00000000」（数字の0が 8個）です。
　文字は「▲」「▼」ボタンで変更します。
　1文字の入力が終わったら「ENT」ボタンで次の文字に移動します。

注　意 
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操作パネルに「ON DISCONNECTED」もしくは「OFF DISCONNECTED」と表示された場
合は、ケーブルが正しく接続されているかどうかを確認してください。注　意 



クライアント（管理者）のネットワーク設定を変更します。
お使いになるOSに合わせて設定を行ってください。

   …P33 Step 3に進んでください。

   …サーバのIPアドレスは設定されません。本製品の
IPアドレスを液晶表示パネルで確認してください。
IPアドレスが表示されない場合は、P23「Step 1
サーバを起動する」を参照し、サーバのネットワー
ク設定を完了させてください。

   

IPアドレス：192.168.0.250
サブネットマスク：255.255.255.0

 　 IPアドレス：192.168.0.251
サブネットマスク：255.255.255.0

Mac OS X 10.3～でお使いの場合のTCP/IPの設定を行います。 以下の手順に従ってく
ださい。
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図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク
管理者より入手してくだ
さい。



Windows 2000 / XPでお使いの場合のTCP/IPの設定を行います。 以下の手順に従って
ください。



C
hapter 2

図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク管理者より入手してください。



Windows Vistaでお使いの場合のTCP/IPの設定を行います。 以下の手順に従ってくだ
さい。
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図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク管理者
より入手してください。

・「Microsoftネットワーク用クライアント」「Microsoftネットワーク用ファイ
ルとプリンタ共有」「インターネットプロトコルバージョン4（TCP/IPv4）」
に チェックが入っていることを確認してください。



クライアントマシンのWebブラウザより、YFS Controller Proを呼び出し、本製品を
設定します。
使用するWebブラウザはJavaスクリプトを有効にしている必要があります。

※この数値は入力例です。

※パスワードの初期設定は「00000000」（数字の0が8個）です。
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注　意 
サーバー名には半角英数字と「 - 」「 _ 」を使用してください。

同一ネットワーク上に重複したサーバー名を設定することはできません。他のサーバとサー

バ名が重複しないように注意してください。注　意 



クイック設定では、ボリュームの削除や変更はできません。
ボリュームのディスク構成などを変更する場合は、P37を参照してボリュームを作成し直し
てください。

注　意 
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【シャットダウン】→【再起動】を選択してもYFS Controller Pro の表示は「起動中です。し
ばらくお待ちください。」のままになります。再起動を選択した際は、N-RAID本体の液晶表
示パネルで起動の完了を確認してください。（P23参照）

注　意 



作成済みのボリュームのディスク構成などを変更する場合は、以下の手順でボリュー
ムを作成し直してください。

本製品は搭載されているドライブを「ボリューム」として取り扱います。お使いの用途に合
わせ、搭載されている4台のドライブで「シングルディスク」もしくは「RAID」を構成し、
ボリュームを作成してください。本製品は、出荷時に4台のドライブで「RAID 5」を構成し、
1つのボリュームを作成しています。

ボリュームを作成し直すと、ボリューム内のデータはすべて消去されます。ボリュームを作
成し直す場合は、あらかじめデータのバックアップを実行してください。

【OK】をクリックすると、共有フォルダとその中に含まれるファイルすべてが削除されます。
削除する前に必ずフォルダの中身を確認してください。注　意 

注　意 
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RAID 5構成を成立させるためには、アクティブドライブ（R がチェックされたドライブ）が
最低３つ設定される必要があります。

本製品の工場出荷時のRAIDディスク構成はディスクドライブ4台でRAID 5です。

注　意 

RAID 3構成を成立させるためには、アクティブドライブ（R がチェックされたドライブ）が
最低３つ設定される必要があります。注　意 
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ボリューム作成が完全に終了するまでの時間は作成するボリュームのサイズとRAIDの構成に
より1時間～8時間程度かかります。本製品では、ボリューム作成時に行われるRAIDの構築
をバックグラウンドで行っていますので、終了したかどうかを意識せずに設定を継続するこ
とができます。

注　意 



クライアントマシンのWebブラウザより、YFS Controller Proを呼び出し、本製品を
設定します。
使用するWebブラウザはJavaスクリプトを有効にしている必要があります。

Step 3から引き続き作業する場合は、手順  から行ってください。

注　意 

【グループ名】は半角英数字で最大16文字までです。1文字目に「半角スペース」「-」「+」を
使用することはできません。また、「半角スペース」と「 : , @ ”￥ / ＜ ＞ ＆ 」を含めるこ
とはできません。【グループ ID】は101～65535までです。

バックアップ機能を利用する場合は、【グループ ID】の登録に注意が必要です。
詳しくはP82「バックアップ機能を行う上でのユーザーID及びグループIDについて」を参照
してください。

注　意 



C
hapter 2

注　意 

【ユーザー名】は、半角英数字で最大32文字までです。1文字目に「半角スペース」「-」「+」を
使用することはできません。また、「半角スペース」と「 : , @ ”￥ / ＜ ＞ ＆ 」を含めること
はできません。ユーザー名に全角文字を使用した場合、正しく認証されません。Windowsの場
合は、OSにログオンする時と同じユーザー名にしてください。【ユーザーID】は100～65535
までです。

バックアップ機能を利用する場合は、【ユーザーID】の登録に注意が必要です。詳しくはP82
「バックアップ機能を行う上でのユーザーID及びグループIDについて」を参照してください。注　意 



【フォルダ名】の使用できる文字は、半角英数字で最大16文字まで、全角で3～5文字まで
です。注　意 



C
hapter 2

"GUEST"ユーザのアクセス権は、初期設定では接続不可に設定されています。
注　意 



クライアント（ユーザ）からサーバに接続してみましょう。

以下の手順でサーバに接続します。外部のネットワークから接続する場合も同じ手順
で行います。
 　

サーバが表示されない、あるいはユーザー認証画面に進まない場合は、【Step 2】を参照し
AppleTalkが有効になっているかどうか確認してください。注　意 

図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク管理者より
入手してください。
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以下の手順でサーバに接続します。外部のネットワークから接続する場合も同じ手順
で行います。
 　

【移動メニュー】から【ネットワーク】を開き、「N-RAID」を選択して  をクリック

しても接続することができます。

図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク管
理者より入手してください。



注　意 

ユーザー認証画面に進まない場合は、【Step 2】を参照しAppleTalkが有効になっているかど
うか確認してください。
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サーバが表示されないあるいはユーザー認証画面に進まない場合は、【Step 2】を参照しファ
イル共有が有効になっているかどうか確認してください。注　意 

図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク管理者
より入手してください。
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長時間使用しない場合などには以下の手順で本製品を終了してください。
また、本製品の電源スイッチを押してすぐに離しても、サーバを終了させることがで
きます。

サーバを終了する場合、本製品に接続しているクライアントの状況を確認してから終了して
ください。

　

注　意 



Webブラウザから呼び出して、本製品の設定を行う管
理ソフトのことを「YFS Controller Pro」といいます。
ここでは、YFS Controller Proでの設定について説明し
ます。
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YFS Controller Proには、「システム設定」「ユーザー設定」「共有設定」「サーバー管
理」「クイック設定」という5つのメニューがあり、これらの設定メニューで本製品
に関するさまざまな設定を行います。

以下の手順でYFS Controller Proを呼び出してから、設定を行います。

　

※この数値は入力例です。

　



システム設定では、「ボリューム」「サーバー名」「ネットワーク」「使用言語」「日付
＆時刻」に関する設定を行います。

本製品は、搭載されているドライブを「ボリューム」として取り扱います。お使いの用途に
合わせ、搭載されている4台のドライブで「シングルディスク」もしくは「RAID」を構成し、
ボリュームを作成してください。本製品は、出荷時に4台のドライブで「RAID 5」を構成し、
1つのボリュームを作成しています。

ボリュームのナンバーです。 No.

ボリュームのディスク構成を表示します。 タイプ 

ボリューム全体の容量をMBで表示します。 容量 

ボリューム内で使用されている容量をMBで表示します。 使用量 

搭載されているドライブのうち、ボリュームに構成されてい
るディスクのナンバーが表示されます。 ディスク 

ボリュームの状態を表示します。 ステータス 

既存ボリュームのディスク構成に含まれていないドライブが
ある場合に、ボリュームを追加作成します。P38の　　 と同
様の手順で作成してください。 

作成 

既存ボリュームの設定内容を変更します。変更したいボリュ
ームを選択し、「変更」をクリックします。 変更 

選択したボリューム内のデータを初期化します。初期化した
いボリュームを選択し、「初期化」をクリックします。 初期化 

既存のボリュームを削除します。削除したいボリュームを選
択し、「削除」をクリックします。新たにボリュームを作成
し直す場合は、P37を参照してください。 

削除 

注　意 
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hapter 3 サーバの IPアドレスは、Step 1の手順で設定された値になっています。

YFS Controller Pro では、既存のネットワークに導入するために、さらに詳細なネッ
トワーク設定を行うことができます。

IP 設定で手入力を選択した場合、サーバーの IP アドレス
を入力します。「.」で 4 つに区切って入力してください。
使える文字は、半角数字と「.」のみです。 

IPアドレス 

IP アドレスをDHCP/BOOTPサーバより取得するか、手入
力で設定するかを選択します。 IP設定 

IP設定で手入力を選択した場合、ネットワークのサブネッ
トマスクを設定します。「.」で 4つに区切って入力してく
ださい。使える文字は、半角数字と「.」のみです。 

サブネットマスク 

ネットワークインターフェイスの選択を行います。 
「Ether0」が選択されていることを確認します。 ネットワーク 

ネットワークインターフェイスの速度を選択します。 
「Auto」を選択すると、接続したネットワークを検出し、
自動的に最適な速度に設定されます。 

速度 

IP設定で手入力を選択した場合、ネットワークのルータアドレ
ス（デフォルトゲートウェイ）を指定します。「.」で4つに区切っ
て入力してください。使える文字は、半角数字と「.」のみです。 

ルータアドレス 

DNS（Domain Name Service）サーバーのアドレスを指定し
ます。「.」で 4つに区切って入力してください。使える文
字は、半角数字と「.」のみです。 

DNSサーバー 
アドレス 

図の数値は入力例です。
この情報はネットワーク管理者より入手してください。



ファイル共有時にクライアントマシンで識別されるサーバー名を設定します。

ファイル共有時にクライアントマシンで識別されるサーバー
名を設定します。本製品に設定するサーバー名を14文字以
内で入力します。 
サーバ名には半角英数字と「-」「_」を使用してください。 
同一ネットワーク上に重複したサーバー名を設定すること
はできません。他のサーバとサーバ名が重複しないように
注意してください。出荷時はユニークなサーバー名が設定
されています。変更する場合は、同一ネットワーク内でサー
バー名が重複しないように注意してください。 

サーバー名 

 

IPアドレスを変更すると、YFS Controller Proを呼び出す時のIPアドレスも変更されますの
でご注意ください。

「速度」の項目設定で、接続しているハブの最高速度よりも速い速度に設定した場合、接続で
きなくなります。速度変更により接続できなくなった場合には設定した速度に対応したハブ
に接続しなおし再起動してください。
それでもうまく接続できない場合は、弊社カスタマサポートへお問い合わせください。

注　意 

注　意 
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hapter 3 YFS Controller Pro が表示する言語と、クライアントマシンからファイル共有を行う

時のファイル名やフォルダ名のコードページを設定します。
通常コードページは変更する必要がありません。

　

クライアントマシンにMac OS 9を使用した時のコードペー
ジを設定します。 
初期設定は「Japanese（Mac）」です。 

コードページ２ 
（Mac OS 9以前） 

クライアントマシンに Windows95/98 を使用した時のコー
ドページを設定します。 
この設定で他のバージョンのWindowsは影響を受けません。 
初期設定は「Japanese SJIS」です。 

コードページ１ 
（Windows95/98） 

YFS Controller Proの表示言語を設定します。 
初期設定は「Japanese」です。 
※Browser Default Languagesを選択すると、Webブラウザの言語
　 設定に合わせて表示されます。 

表示言語 



サーバに日付と時刻を設定します。

NTPサーバを使用して日付と時刻を自動調整する場合は、「はい」
のチェックボックスをクリックします。NTPサーバのリストか
ら任意のサーバを選択します。 
NTPサーバのIPアドレスを直接指定する場合は、「手入力」のチェッ
クボックスをクリックし、NTPサーバのIPアドレスを入力し
ます。半角数字を「.」で4つに区切って入力してください。 

NTPサーバ 

日付を設定します。 日付 

時刻を設定します。 時間 
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ユーザー設定では「ユーザ」「グループ」「クオータ」「フォルダ」に関する設定を行
います。

サーバに接続できるユーザーを新規に登録したり、その登録内容を変更することがで
きます。サーバはクライアントマシンからのアクセスに対し、ここで設定されたユー
ザー情報を元に認証を行います。

ユーザーの登録には、グループの設定が必要です。出荷時には、ユーザー、グループ共に登
録されていませんので、ユーザーを登録する前にグループの登録（P61を参照）が必要です。

設定したユーザー名を表示します。ユーザー名

サーバーが管理するユーザーIDを表示します。ユーザーID

設定したユーザーのフルネームを表示します。フルネーム

ユーザーを新規に登録します。詳しくは次ページを参照。作成

登録済みのユーザーを削除します。詳しくは次ページを参照。削除

登録済みのユーザー設定を変更します。詳しくはP60を参照。変更

ユーザーが所属するグループを表示します。グループ名

ユーザーが所属するドメインを表示します。ドメイン

ユーザーのホームディレクトリが登録されているパスを表示し
ます。

ホーム

注　意 



パスワードを入力します。使用できる文字は、半角英数字で最
大14文字までです。Windowsの場合は、OSにログオンする時
と同じパスワードにしてください。 

新パスワード 

サーバ内部で管理されるユーザーIDを設定します。 
ユーザーIDは100～65535まで登録できます。 
バックアップ設定を利用する場合はユーザーIDの登録に注意
が必要です。詳しくはP82「バックアップ機能を行う上でのユー
ザーID及びグループIDについて」を参照してください。 

ユーザーID

ユーザー名を入力します。使用できる文字は、半角英数字で最
大32文字までです。1文字目に「半角スペース」「-」「+」を使用す
ることはできません。また、「半角スペース」と「: , @ " ¥ / ＜ ＞
＆」を含めることはできません。ユーザー名に全角文字を使用
した場合、正しく認証されません。Windowsの場合は、OSにロ
グオンする時と同じユーザー名にしてください。 

ユーザー名 

ユーザーが所属するグループを選択します。 所属グループ 

確認のために再度パスワードを入力します。【新パスワード】に
入力したものと照合します。 

パスワード 
確認 

設定するユーザーのフルネームを入力します。 
使用できる文字は、半角/全角共に最大80文字までです。 

フルネーム 

ユーザーのホームディレクトリが作成されるボリュームを選択
します。 

ホーム 
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変更するパスワードを入力します。使用できる文字は、半角英
数字で最大14文字までです。Windowsの場合は、OSにログイ
ンする時と同じパスワードにしてください。 

パスワード変更 

確認のために再度パスワードを入力します。【パスワード変更】
に入力したものと照合します。 

パスワード 
確認 

ユーザーが所属するグループ名が表示されます。所属を解除す
る場合は、グループ名を選択して　 をクリックします。 

グループ名 

登録済みのグループ名が表示されます。ユーザを所属させたい
グループを選択して　 をクリックします。 

選択候補 

設定するユーザのフルネームを入力します。 
使用できる文字は、半角/全角共に最大80文字までです。 

フルネーム 

ユーザー名を入力します。使用できる文字は、半角英数字で最
大32文字までです。1文字目に「半角スペース」「-」「+」を使用す
ることはできません。また、「半角スペース」と「: , @ " ¥ / ＜＞
＆」を含めることはできません。ユーザー名に全角文字を使用
した場合、正しく認証されません。Windowsの場合は、OSにロ
グオンする時と同じユーザー名にしてください。 

ユーザー名 



ユーザーが所属するグループを登録します。クライアントマシンからの認証には直接影
響しませんが、グループ単位でのアクセス管理（権限設定）ができるので運用が容易に
なります。　

設定したグループを表示します。 グループ名 

サーバが管理するグループIDを表示します。 グループID

グループを新規に登録します。詳しくは次ページを参照。 作成 

登録済みのグループを削除します。詳しくはP63を参照。 削除 

登録済みのグループ設定を変更します。詳しくはP63を参照。 変更 

グループに所属しているユーザーを表示します。 所属グループ 

グループが所属するドメインを表示します。 ドメイン 
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ユーザーが登録されていない場合、グループ名とグループIDのみが表示されます。
注　意 

グループに所属するユーザー名が表示されます。所属を解除する
場合は、ユーザー名を選択して　 をクリックします。 

所属グループ 

グループ名を入力します。使用できる文字列は、半角英数字の
16文字までです。 グループ名 

登録済みのユーザー名が表示されます。所属させたいユーザー
名を選択して 　をクリックします。 選択候補 

サーバ内部で管理されるグループIDを設定します。 
グループIDは101～65535まで登録できます。 
バックアップ設定を利用する場合はグループIDの登録に注意
が必要です。詳しくはP82「バックアップ機能を行う上でのユー
ザーID及びグループIDについて」を参照してください。 

グループID



グループに所属するユーザー名が表示されます。所属を解除する
場合は、ユーザー名を選択して 　をクリックします。 

所属グループ 

登録済みのユーザー名が表示されます。所属させたいユーザー
名を選択して　 をクリックします。 選択候補 

設定したグループ名を表示します。 グループ名 

サーバーが管理するグループIDを表示します。 グループID
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hapter 3 クオータは、ファイル共有時にクライアントマシンより利用可能なファイル容量を管

理します。ボリューム毎もしくはユーザー毎に設定することができます。

　

「ボリューム別設定」もしくは「ユーザー別設定」を選択します。 
それぞれの内容は次項の内容を参照してください。 

クオータ 

ボリューム名を表示します。 ボリューム名 

現在のデータ使用量を表示します。 現在の使用容量（MB） 

ボリュームの最大容量を表示します。 最大使用可能容量（MB） 

ボリューム別もしくはユーザー別に使用可能な容量を入力します。 使用可能容量（MB） 
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hapter 3 ボリュームの下に作成されたパス名を表示します。ここではフォルダの削除や、ACL

設定により各フォルダごとのアクセス権の設定を細かく設定することができます。

　



MacOS10.5ではアクセス権の仕様が旧来のOSと異なっています。N- RAIDのファームウェ
ア2.0Q以降では、MacOS10.5においても旧来のOSと同様、N-RAIDの中に作成されたファ
イルやフォルダのアクセス権がCreatorOwner、CreatorGroup、Everyoneの全てにおいて書
込可能権限（RW 権限）となるように設定されています。この設定により、RW権限を持つ
ユーザー I D でファイルやフォルダの内容を上書き保存した際に A C L 設定が再び
CreatorOwner、CreatorGroup、Everyoneの全てにおいてRW権限となります。（もしくは見
た目だけそのようになる場合があります。）上書き保存の際には、ACLの再設定が必要です。

現在表示しているフォルダのパス名です。 現在のパス 

削除したい時に 　 をクリックすると、フォルダとその中に含ま
れるファイルすべてが削除されます。 
削除する前に必ずフォルダの中身を確認してください。 

削除 

フォルダ名やファイル名が表示されます。フォルダ名の前には
　  が、ファイル名の前には　 が表示されます。またフォルダ
名をクリックすると、そのフォルダの中身を表示します。 

名前 

フォルダやファイルを最後に保存した日付が表示されます。 日付 

1つ上の階層の表示をしたい時にクリックします。 上位ディレクトリ 

このフォルダやファイルの所有者が表示されます。 オーナ 

ACL設定 

フォルダのサイズはフォルダやファイルのサイズが表示され
ます。 サイズ 

それぞれのフォルダやファイルに対してアクセス権の細かい
設定を行う事ができます。ACL設定を行う場合は、　 をクリ
ックし設定します。詳しくは次ページを参照してください。 

注　意 
削除する前に必ずフォルダの中身を確認してから削除してください。

注　意 
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hapter 3 第1階層で作成したフォルダのさらに下のフォルダやファイルに対してアク

セス権の設定を行います。

① 

② 

⑦ 

③ 

⑥ 

④ 

⑤ 

⑧ 
⑨ 
⑩ 



現在表示しているフォルダやファイルのパス名です。 

ここにチェックをつけると、このフォルダ以下に内包して
いるすべてのファイルやフォルダに対して、同じアクセス
権を設定することができます。 

現在のパスに対して、現在設定されているアクセス権限が
表示されます。 
RW（Read Write）「読み込み、書き込み可能」、RO（Read Only）

「読み込みのみ」、NA（No Access）「アクセス不可」を表しま
す。設定は⑦［アクセス権限］の項目で行います。 
設定を解除したい場合は、解除したい設定を選択し、 　を
クリックします。 

ACL⑥ 

アクセス権限 ⑦ 

N-RAIDに登録されているユーザー又はグループ名のリス
トが表示されます。 
====Default==== 
必ず適応されるアクセス権です。フォルダやファイルを作
成すると必ずこの3つのアクセス権が設定されます。 

【CREATOR OWNER】…作成者 
【@CREATOR GROUP】…作成者の所属グループ 
【@Everyone】…すべてのユーザー 
====ローカルgroup==== 
N-RAIDに登録されているグループ名が表示されます。 
====ローカルuser==== 
N-RAIDに登録されているユーザー名が表示されます。 

現在のパス 

このフォルダ以下 
全てのファイル・ 
フォルダに適用する 

ユーザ／グループ 

① 

現在のパス（フォルダやファイル）の所有者を表示しています。 CREATOR OWNER⑧ 

現在のパス（フォルダやファイル）の所有者が所属している
グループを表示しています。 

CREATOR GROUP⑨ 

現在のパス（フォルダやファイル）に対してアクセス権を設
定した数（［ACL］で表示されている設定の数）です。 

PRIVILEGE NUMBER⑩ 

③［ユーザ／グループ］と⑦［アクセス権限］を設定した後、　 
をクリックすると⑥［ACL］に設定が追加されます。 

④ 

⑥［ACL］に設定されているアクセス権限から削除したい設
定を選択し、　  をクリックすると設定が削除されます。 

⑤ 

② 

③ 

現在のパスに対して、誰がどんなアクセス権限にするかを設
定します。 
③［ユーザ／グループ］からアクセス権限を設定したいユー
ザー又はグループを選択し、⑦［アクセス権限］のプルダウ
ンメニューから、「アクセス不可（NA）」、「読み込みのみ（RO）」、

「読み／書き（RW）」からアクセス権限を選択します。 
　 をクリックすると、［ACL］に設定が追加されます。 
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共有フォルダの設定を行います。

フォルダを新規に作成します。詳しくは次ページを参照。 作成 

作成済みのフォルダを削除します。詳しくはP73を参照。 削除 

設定したフォルダー名を表示します。 フォルダー名 

サーバー上のボリュームに作成されたパスを表示します。 パス 

フォルダの基本的なアクセス権を表示します。 標準アクセス権 

フォルダ作成時および変更時に入力したフォルダの説明を表
示します。 フォルダの説明 

作成済みのフォルダ設定を変更します。詳しくはP73を参照。 変更 
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フォルダー名を入力します。Macintoshの「セレクタ」「サー
バへ接続...」やWindowsの「マイネットワーク」に表示される
名称です。 
使用できる文字は、半角英数字で最大16文字まで、全角で3～
5文字までです。 

フォルダー名 

フォルダの説明や備考などを入力します。Windowsの「マイネッ
トワーク」で詳細表示した際に表示されます。 
使用可能な文字列は半角で最大80文字まで、全角で最大24文
字までです。この項目は入力しなくても構いません。 

フォルダの 
説明 

サーバ上のボリュームに作成されるパスを入力します。 
通常はフォルダー名と同じ名前に設定します。 
使用可能な文字列は、半角で最大96文字までです。 

パス 

作成する共有フォルダの基本的なアクセス権を設定します。 
「書込可能」「読込可能」から選択します。アクセス権の設定で詳
細な設定を行うこともできます（P68 ACL設定 参照）。 

標準アクセス権 

共有フォルダを作成するボリュームを選択します。 ボリューム 

共有フォルダは第１階層のフォルダのみ作成できます。
ここで作成した共有フォルダの下にフォルダを作成したい場合は、サーバに接続し、作成し
た共有フォルダの中にアクセスしてから、各OSメニューの「新規フォルダの作成」で新しい
フォルダを作成してください。

注　意 



フォルダー名を入力します。Macintoshの「セレクタ」「サー
バへ接続...」やWindowsの「マイネットワーク」に表示される
名称です。 
使用できる文字は、半角英数字で最大16文字まで、全角で3～
5文字までです。 

フォルダー名 

フォルダの説明や備考などを入力します。Windowsの「マイネッ
トワーク」で詳細表示した際に表示されます。 
使用可能な文字列は半角で最大80文字まで、全角で最大24文
字までです。この項目は入力しなくても構いません。 

フォルダの 
説明 



C
hapter 3 クライアントマシンからのアクセス権限を共有フォルダ毎に管理します。

クライアントの種類を選択します。選択する種類によって以降
の設定内容が変わります。 
・Windows / Macintoshの場合は以下の項目を参照 
・Unixの場合は次ページを参照 

クライアント 

アクセス権を設定するフォルダを選択します。 共有フォルダ 

ユーザ／グループに対して、読出可能に設定する場合に選択
します。 

読出可能 

ユーザ／グループに対して、書込可能に設定する場合に選択
します。 

書込可能 

ユーザ／グループに対して、接続不可に設定する場合に選択
します。 

接続不可 

登録済みのユーザおよびグループが表示されます。 ユーザ／グループ 

以下の設定はクライアントに「Windows / Macintosh」を選択した場合に有効となります。 

グループに所属するユーザー毎にアクセス権を設定する場合、グループ名の先頭にある「+」
をクリックし、グループ内のユーザーを表示させてから、各ユーザー毎の設定を行います。

GUESTユーザのアクセス権は初期設定で"接続不可"に設定されています。
注　意 



アクセス権が設定されていない場合、「UNIX クライアントからアクセス権が設定されてい
ません。新規に設定してください。」という画面が表示されますので、【作成】をクリックし
ます。P76の「UNIXからのアクセス権の作成」を参照してください。

クライアントの種類をを選択します。選択する種類によって以
降の設定内容が変わります。 
・Windows / Macintoshの場合…前ページを参照 
・Unixの場合…以下を参照 

クライアント 

アクセス権を設定するフォルダを選択します。 共有フォルダ 

基本的なアクセス権を表示します。 アクセス権 

ルートアクセスが可能かどうかを表示します。 ルートアクセス 

利用可能なホストを表示します。 利用可能ホスト 

アクセス権を新規に作成します。詳しくは次ページを参照。 作成 

作成済みのアクセス権を削除します。詳しくは次ページを参照。 削除 

作成済みのアクセス権を変更します。詳しくはP77を参照。 変更 

以下の設定はクライアントに「Unix」を選択した場合に有効となります。 

注　意 
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ルート権限でのアクセスを可能にするかどうかを選択します。 ルートアクセス 

アクセスを許可するホストを指定します。全てのホストに対し
アクセスを許可する場合は”All Hosts”を選択します。個別にホ
ストを指定する場合は、DNSで名前解決可能な名称もしくはIP
アドレスを入力します。 

ホスト名 

設定を行うフォルダのパスを表示します。 エクスポートパス 

基本的なアクセス権を表示します。「読出可能」「書込可能」のど
ちらかを選択します。 

アクセス権 



アクセスを許可するホストのホスト名もしくはIPアドレスを
表示します。 

ホスト名 

ルート権限でのアクセスを可能にするかどうかを選択します。 ルートアクセス 

設定を行うフォルダのパスを表示します。 エクスポートパス 

基本的なアクセス権を表示します。「読出可能」「書込可能」のど
ちらかを選択します。 

アクセス権 

同期設定を実行すると「Remote Backup」という名前のフォルダが作成されます。
同期設定でバックアップされたフォルダに接続したい場合「Remote Backup」フォルダのア
クセス権を変更してください。

注　意 



C
hapter 3 サーバの共有ファイルをMacintoshから使用するための設定を行います。

すでに、Macintoshからファイル共有を行っている時に、この設定を変更すると接続が切断さ
れます。各クライアントのファイル共有を終了してから、設定を行ってください。注　意 

Windowsで"セキュリティレベル"を「ドメイン」に設定した場合
にチェックが可能になります。 
チェックを入れると、MacintoshからN-RAIDへ接続した時にN-
RAIDがドメインコントローラへ認証の問い合わせをします。 

PDC認証 

Macintoshファイル共有の使用／不使用を設定します。 オン／オフ 

サーバが接続されたネットワークにAppleTalkゾーンが存在す
る場合に、サーバが所属するゾーンを選択します。 
ゾーンがない場合は、『ゾーン［＜］は利用できません。』と表示さ
れます。 

ゾーン名 



サーバの共有ファイルをWindowsから使用するための設定を行います。

Windows共有でのサーバのセキュリティレベルの設定で、 「ユー
ザ」、「ドメイン」または「Active Directory」を選択します。 

「ユーザ」は、ユーザ認証をクライアントとサーバ間のみで行う
もので、ワークグループの定義が必要です。 

「ドメイン」は、サーバがWindowsNTなどのドメインに追加さ
れていて、ユーザー認証の時はサーバがドメインコントローラ
に問い合わせを行います。 

「Active Directory」は、サーバがActive Directory に追加されてい
て、ユーザー認証の時はサーバがドメインコントローラに問い
合わせを行います。 

セキュリティ 
レベル 

Windowsファイル共有の使用／不使用を設定します。 オン／オフ 

現在のサーバー名を表示します。 サーバー名 

次ページへ続く
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サーバが参加するワークグループを入力します。 ワークグループ 

【セキュリティレベル】で「ユーザ」を選択すると下の項目は【ワークグループ】になります。 
 

【セキュリティレベル】で「ドメイン」を選択すると下の項目は【ドメイン名】になり、【PDC名】 
【PDC管理者名】【PDC管理者パスワード】【ユーザーID（最小ー最大）】【グループID（最小ー最
大）】が入力可能となります。 

Windowsのマイネットワークのコメントで表示される内容を入
力します。使える文字は、半角英数字で最大32文字、漢字・
ひらがなで最大16文字です。 

サーバー概要 

ドメインユーザに割り当てるIDの範囲を入力します。初期値
は最小40000ー最大60000になっており、ドメインユーザ数が
20000以内であれば変更する必要はありません。 

ユーザー ID 
（最小ー最大） 

ドメイングループに割り当てるIDの範囲を入力します。初期
値は最小40000ー最大60000になっており、ドメイングループ
数が20000以内であれば変更する必要はありません。 

グループ ID 
（最小ー最大） 

Active Directoryユーザに割り当てるIDの範囲を入力します。 
初期値は最小40000ー最大60000になっており、Active Directory
ユーザ数が20000以内であれば変更する必要はありません。 

ユーザー ID 
（最小ー最大） 

Active Directoryグループに割り当てるIDの範囲を入力します。 
初期値は最小40000ー最大60000になっており、Active Directory
グループ数が20000以内であれば変更する必要はありません。 

グループ ID 
（最小ー最大） 

サーバが参加するドメイン名を入力します。 ドメイン名 

サーバが参加するドメインのPDC名を入力します。 PDC名 

PDC管理者のユーザ名を入力します。 PDC管理者名 

PDC管理者のパスワードを入力します。 PDC管理者パスワード 

サーバが参加するドメイン名を入力します。 ドメイン名 

Active Directory管理者のユーザ名を入力します。 AD管理者名 

Active Directory管理者のパスワードを入力します。 AD管理者パスワード 

【セキュリティレベル】で「Active Directory」を選択すると下の項目は【ドメイン名】【AD管理者
名】【AD管理者パスワード】になり、【AD管理者名】【AD管理者パスワード】【ユーザーID（最小ー
最大）】【グループID（最小ー最大）】が入力可能となります。 



サーバの共有ファイルをUNIXから使用するための設定を行います。

ユーザ認証などにNISサーバを参照する場合に、チェックを入
れNISドメイン名を入力します。 

NISドメインを 
利用する 

UNIXファイル共有の使用／不使用を設定します。 オン／オフ 

以下の設定は、オン／オフに「設定する」を選択した場合に有効となります。 

［NISドメインを利用する］にチェックした場合、NISドメインのユーザにN-RAIDのユーザ
と同じ名前があった場合、「ユーザ［×××］は既に存在します。」という警告が表示され、NIS
ドメインのユーザは使用できません。NISドメインを利用する際は、N-RAIDの同一ユーザー
名を削除するか、ユーザー名を変更してください。

注　意 



C
hapter 3 バックアップ設定ではN-RAID内の共有フォルダのバックアップを行うための設定を

します。N-RAID1台での共有フォルダのバックアップや、2台のN-RAIDでの共有フォ
ルダのバックアップをすることができます。
2台のN-RAIDでバックアップすることでよりデータの安全性を保つことができます。
バックアップ設定は共有フォルダ単位でおこないます。

お使いになるN-RAIDのファームウェアのバージョンによって、バックアップが正常に動作し
ない、表示されないなどの場合があります。N-RAIDのファームウェアのバージョンが最新で
あることを確認してください。

サーバを選択すると現在ログインしているN-RAIDの共有フ
ォルダが表示されます。

サーバ

今すぐ共有フォルダのバックアップを行いたい場合は、クライ
アントを選択します。N-RAIDの共有フォルダに対して、どの
フォルダからどのフォルダへバックアップさせるかの設定を
行います。

クライアント

バックアップを行うためのスケジュールを、時間や周期で複数
登録することができます。複数のバックアップの設定を行う場
合や、時間や周期を設定する場合に、スケジューラを選択します。

スケジューラ

バックアップ設定を実行した場合のログが表示されます。バックアップログ

リモート側サーバの「ステータス」が「設定しない」になっているとリモートサーバを選択
することができません。バックアップを実行する場合は、ローカル側サーバおよびリモート
側サーバ共、必ず［サーバ］メニューの「ステータス」を「設定する」にしてください。

バックアップ設定でバックアップを行った時のファイル／フォルダのオーナ（所有者）はバッ
クアップ元のユーザー ID及びグループ IDと同じ IDになります。
バックアップ先に同じユーザー ID及びグループ IDが存在した場合、バックアップ元のユー
ザー名・グループ名はバックアップ先のユーザー名・グループ名に変更されます。ユーザー
名・グループ名を変更したくない場合は、バックアップ先のユーザー・グループをバックアッ
プ元とは別のユーザー ID・グループ IDで登録してください。

バックアップ設定で共有フォルダをバックアップする場合、初めてバックアップする時には
すべてのデータをバックアップするため時間がかかりますが、2回目以降は更新されたファイ
ルのみバックアップされます。

注　意 

注　意 

注　意 



バックアップを行うかどうかの設定をします。

［ステータス：］の「設定しない」をクリックすると、［クライアント］や［スケジューラ］で
コピーの設定を行っていてもバックアップを実行できません。バックアップ設定を実行した
い場合は、必ず【ステータス：】を「設定する」にしてください。

フォルダの作成時および、変更時に入力したフォルダの説明を
表示します。

コメント

バックアップ設定を「設定する」か「設定しない」かのどちらか
を選択します。この部分を「設定しない」にすると、［クライアン
ト］や［スケジューラ］で設定を行っていても、バックアップ設
定の機能は有効になりません。初期設定は「設定しない」になっ
ています。

ステータス

現在設定を行っている側のN-RAIDの共有フォルダ名です。名前

サーバー上のボリュームに作成されたパスを表示します。パス

バックアップ設定で共有フォルダをバックアップする場合、初めてバックアップする時には
すべてのデータをバックアップするため時間がかかりますが、2回目以降は更新されたファイ
ルのみバックアップされます。

注　意 
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今すぐフォルダのコピーを行いたい場合は、クライアントを選択します。
N-RAIDの共有フォルダに対して、どのフォルダからどのフォルダへバックアップする
かの設定を行います。バックアップを実行する場合はローカル側サーバおよびリモート
側サーバ共、必ず［サーバ］メニューの「ステータス」を「設定する」にしてください。

①

②

③

④

⑤

⑨
⑩
⑪

⑫
⑬

⑥

⑦

⑧

⑭



⑫「設定」をクリックするとこの欄に設定内容が表示されます。

［サーバ名］で選択したサーバのログインパスワードを入力
し「ログイン」をクリックします。「ログイン」をクリックす
ると、④［リモート側共有名］に共有フォルダの一覧が表示
されます。

サーバパスワード

⑨

①のサーバ名で選択し、ログインしたN-RAIDの中の共有フ
ォルダが表示されます。

リモート側共有名④

②

現在設定を行っている側のN-RAIDの共有フォルダが表示
されます。

ローカル側共有名③

現在バックアップできるN-RAIDのサーバ名のリストです。バ
ックアップしたいサーバをプルダウンメニューから選択しま
す。リモート側サーバの「ステータス」が「設定しない」になっ
ているとリモートサーバを選択することができません。バッ
クアップを実行する場合は、ローカル側サーバおよびリモー
ト側サーバ共、必ず「ステータス」を「設定する」にしてください。

リモートサーバ名①

③［ローカル側共有名］から④［リモート側共有名］へバックアッ
プする場合は［=>］を、④［リモート側共有名］から③［ローカ
ル側共有名］へバックアップする場合は［<=］を選択します。

［=>］［<=］⑤

③の［ローカル側共有名］の一覧の中から選択したフォルダ
名が表示されます。

ローカル側共有名

現在ローカル側で選択している共有フォルダ内のデータの
使用量が表示されます。

使用状況

現在ローカル側で選択している共有フォルダの最大容量が
表示されます。

最大容量

⑥

④の［リモート側共有名］の一覧の中から選択したフォルダ
名が表示されます。

リモート側共有名

バックアップ内容

この欄にチェックを入れるとバックアップ元とバックアッ
プ先が常に全く同じ内容になります。⑧

ファイル構成を
完全に一致させる

現在リモート側で選択している共有フォルダ内のデータの
使用量が表示されます。

使用状況

［リモート側共有名］から選択したフォルダを含むサーバの
IPアドレスを表示します。

IPアドレス

［リモート側共有名］から選択したフォルダを含むサーバの
名前を表示します。

サーバ名

現在リモート側で選択している共有フォルダの最大容量が
表示されます。

最大容量

⑬「開始」をクリックするとこの欄に状況が表示されます。⑩ 進捗状況

処理の実行中に途中で停止したい場合に［停止］をクリックします。⑭ 停止

③［ローカル側共有名］、④［リモート側共有名］をそれぞれ
選択し、⑤でどちら側からどちら側にバックアップするの
かを選択したら、⑫「設定」をクリックします。「設定」をクリ
ックすると⑨［バックアップ内容］に設定内容が表示されます。

⑫ 設定

⑦

⑨［バックアップ］内容を実行する時に［開始］をクリックす
ると処理が開始されます。

開始⑬

⑬「開始」をクリックするとこの欄に現在どういう処理を行
っているのかを表示します。

ステータス⑪
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バックアップ設定は双方のN-RAIDのファームウェアバージョンが2.0H以降でなければ正常
に動作しません。4000Tシリーズとの組み合わせについては、弊社Webページ（トラブル
シューティング）をご覧下さい。

バックアップ設定で共有フォルダをバックアップする場合、初めてバックアップする時には
すべてのデータをバックアップするため時間がかかりますが、2回目以降は更新されたファイ
ルのみバックアップされます。

バックアップ設定の「クライアント」では1つしか設定することができません。
複数の設定をする場合や、何度も同じ設定を繰り返し行う場合は、「スケジューラ」で設定を
行ってください。

注　意 

複数の時間や周期の設定を登録する場合、［スケジューラ］から行うことができます。
複数の設定を登録する場合や、何度も同じ設定を繰り返し行う場合、また、時間や周
期を設定する場合にスケジューラを選択します。

バックアップ設定は双方のN-RAIDのファームウェアバージョンが2.0H以降でなければ正常
に動作しません。4000Tシリーズとの組み合わせについては、弊社Webページ（トラブル
シューティング）をご覧下さい。

リモート側サーバの「ステータス」が「設定しない」になっているとリモートサーバを選択
することができません。
バックアップ設定を実行する場合は、ローカル側サーバおよびリモート側サーバ共、必ず
［サーバ］メニューの「ステータス」を「設定する」にしてください。

バックアップ設定で共有フォルダをバックアップする場合、初めてバックアップする時には
すべてのデータをバックアップするため時間がかかりますが、2回目以降は更新されたファイ
ルのみバックアップされます。

注　意 

④

①
②

⑥

⑤

③

⑦

注　意 

注　意 



リモート側サーバのIPアドレスを表示します。IPアドレス

④で選択したスケジュールの周期が表示されます。周期

④で選択したスケジュールを無効にする場合にチェックを
入れます。

無効

リモート側の共有名が表示されます。リモート側共有名

どちら側からどちら側にコピーするのかを表示します。バックアップ方向

リモート側のN-RAIDのサーバ名を表示します。サーバ名

スケジュールの名前を入力します。プロファイル名

ローカル側の共有名が表示されます。ローカル側共有名

スケジュールの説明などを入力します。コメント

④で選択したスケジュールを削除する時にクリックします。削除

④で選択したスケジュールを修正する時にクリックします。修正

④で選択したコメントの内容が表示されます。コメントの
内容を変更する場合は、入力後「変更」をクリックします。コメント

プロファイルを追加する時にクリックします。追加

④で選択したプロファイル名が表示されます。プロファイル名

現在登録しているプロファイル名が表示されます。選択す
ると右側の［詳細］にプロファイルの内容が表示されます。選択④

①

②

③

⑥

⑦

⑤

バックアップ元のファイルやフォルダが削除された時に、
バックアップ先のファイルやフォルダも削除したい場合は、

［ファイル構成を完全に一致させる］にチェックを入れます。
バックアップ方法
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バックアップ元のファイルやフォルダが削除された時に、バックアップ先のファイルやフォ
ルダも削除するなど、バックアップ元とバックアップ先を常に同じ状態に保ちたい場合は、
「バックアップ方法」の［ファイル構成を完全に一致させる］にチェックを入れます。
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・毎月＿日…毎月何日に実行するかを1～31日の間から選択します。
・開始時刻…毎月何時に開始するかを0:00～23:00の間から選択

します。
毎月

・何日ごとに実行するかを1～31日の間から選択します。
・開始時刻…何時に開始するかを0:00～23:00の間から選択します。日周期

・何時間ごとに実行するかを1～12時の間から選択します。時間周期

・毎週＿曜日…毎週何曜日に実行するかを日～土の間から選択
します。

・開始時刻…毎週何時に開始するかを0:00～23:00の間から選択
します。

毎週

・開始日……何年何月何日を選択します。
・開始時刻…毎日何時に開始するかを0:00～23:00の間から選択

します。
1回だけ実行

1つ前の画面に戻ります。戻る

設定を保存しプロファイルを作成します。完了
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「クライアント」や「スケジューラ」からバックアップ設定を実行した日付や時刻、ど
ういったコピーを行ったのかをログとして記録しています。

バックアップの開始や完了などバックアップの状況が表示
されます。エラーの場合は赤字で表示されます。

「スケジューラ」からバックアップを行った時に、実行した
プロファイル名が表示されます。「クライアント」からバッ
クアップを行った時は「---」と表示されます。

プロファイル

ローカル側から選択された共有フォルダ名が表示されます。ローカル側共有名

リモート側に選択した共有フォルダ名が表示されます。リモート側共有名

［ローカル側共有名］から［リモート側共有名］へコピーした
場合は［=>］を、［リモート側共有名］から［ローカル側共有
名］へコピーした場合は［<=］が表示されます。

バックアップ方向

ステータス

バックアップのログを消去する時にクリックします。バックアップログを消去

バックアップの開始や完了、エラーが発生した場合の時刻
が表示されます。時刻

バックアップの開始や完了、エラーが発生した場合の日付
が表示されます。日

リモート側に選択した共有フォルダを含むサーバの名前を
表示します。

リモートサーバ

バックアップを実行したログは【サーバー管理】→【ステータス】→【ログ】には残りませ
ん。バックアップ設定のログは【バックアップログ】で確認してください。

バックアップログで赤字のエラーが出た時は、バックアップ設定を見直して実行しなおして
ください。それでもエラーが出る場合は、バックアップ設定を行うそれぞれのサーバを再起
動して再度バックアップ設定を行ってください。

注　意 

注　意 



同期設定は IPアドレスが設定されたPC / サーバ / デバイスの中の指定したデータフォ
ルダをN-RAIDへ同期させる機能です。1つのスケジュール項目を『ジョブ』と定義
し、複数のジョブを実行したり、実行予定日時を設定することができます。

全てのPCやサーバに対して動作確認が行われているわけではありません。対応確認済みの
PC / サーバ / デバイスについては、弊社ホームページ（http://www.yano-el.co.jp）もしくは
メールなどでご確認ください。

お使いになるN-RAIDのファームウェアのバージョンによって、同期設定が正常に動作しな
い、表示されないなどの場合があります。N-RAIDのファームウェアのバージョンが最新であ
ることを確認してください。

同期設定でバックアップされたファイル / フォルダはN-RAIDの「Remote Backup」フォル
ダに保存されます。「Remote Backup」は、初期設定ではnasrootのみがログインできるよう
に設定されています。

注　意 

注　意 

注　意 

項目名から【オリジナルサーバ】や【ディレクトリ】をクリックした際、ネットワークの接
続状況により表示に時間がかかる場合があります。表示されない場合は、再度クリックし直
すか、しばらく待ってからクリックしてください。

バックアップ元になるPCがMacintoshの場合、【オリジナルサーバ】の「Macintosh」の項目
に必ずチェックをつけてください。Macintosh以外に接続する場合はチェックを はずしてく
ださい。接続するオリジナルサーバに対してチェックの有無が正しく設定されていない場合、
同期設定においてファイルの保存日／変更日にずれが発生します。

注　意 

注　意 
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N-RAIDにログインしているユーザ名が表示されます。初期設
定ではnasrootのみがログインできるように設定されています。
作成者の変更を行うことはできません。

作成者

バックアップ元になるPC/サーバのIPアドレスを選択します。
【オリジナルサーバ】をクリックすることにより、サーバ一覧の
確認画面から選択することもできます。 【ネットワークタイプ】
欄で「AFP」を選択した場合、「Macintosh」の項目が表示されます。
バックアップ元になるPCがMacintoshの時に、「Macintosh」にチ
ェックを入れます。Macintosh以外に接続する場合はチェック
をはずしてください。接続するオリジナルサーバに対してチェ
ックの有無が正しく設定されていない場合、同期設定において
ファイルの保存日／変更日にずれが発生します。

オリジナルサーバ

バックアップ元の共有フォルダの名前を入力します。
【ディレクトリ】をクリックすることにより、ディレクトリ一覧
の確認画面から選択することもできます。

ディレクトリ

バックアップ元とバックアップ先のファイル/フォルダの数や
内容を完全に一致させる場合はチェックをつける必要ありま
せん。バックアップ元のファイル/フォルダが削除されてもバ
ックアップ先の同じファイルを削除しない場合はチェックを
つけてください。

オプション

【オリジナルサーバ】で設定したPC/サーバへログインするため
の認証が必要な場合は 「通常ユーザ」、ゲストでログインでき
る場合は「ゲスト」を選択します。

ユーザ認証

スケジュールの名前を半角英数字で入力します。バックアップ
先のフォルダ名に反映されます。ジョブ名

バックアップの通信形式をAFP、SMBから選択します。AFPを
選択すると、【オリジナルサーバ】の欄に「Macintosh」が表示さ
れます。

ネットワークタイプ

設定したジョブを追加します。追加

設定した項目の内容をリセットします。リセット

1つ前の画面に戻ります。戻る

上記ログイン認証が必要な場合のパスワードを入力します。パスワード

上記ログイン認証が必要な場合のユーザ名を入力します。ユーザ名

以下の設定はユーザ認証に「通常ユーザ」を選択した場合に有効となります。



スケジュールを開始する日を選択します。毎日もしくは各曜日
から設定します。日付

スケジュールを開始する時間を選択します。時間の単位は1時
間ごと、分の単位は5分ごとに設定できます。

時間

接続先のオリジナルサーバのサーバ名または、IPアドレスが
表示されます。

オリジナルサーバ

ジョブの番号を表示します。ジョブID

バックアップをするディレクトリ名が表示されます。ディレクトリ
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・引き続き新しいジョブを作成する場合は【追加】をクリックします。
・既存のジョブ内容を変更する場合は、ジョブを選択し【変更】をクリック

します。
・既存のジョブを削除する場合は、ジョブを選択し【削除】をクリックします。
・既存のジョブのスケジュールの内容を確認する場合は、ジョブを選択し
【スケジュール】をクリックします。

・スケジュールを待たずに既存のジョブを今すぐ実行する場合は、ジョブを
選択し【実行】をクリックします。

接続先のオリジナルサーバのサーバ名または、IPアドレスが
表示されます。

オリジナルサーバ

ジョブ作成時につけた名前が表示されます。ジョブ名

作成者が表示されます。作成者

バックアップをするディレクトリ名が表示されます。ディレクトリ

バックアップの通信形式が表示されます。ネットワークタイプ

スケジュール番号が表示されます。スケジュール

ジョブの実行時に進捗状況が表示されます。状態

新しいジョブを作成します。追加

作成済みのジョブを削除します。ジョブ一覧から削除するジョ
ブを選択し、【削除】をクリックします。

削除

既存のジョブ内容を変更します。ジョブ一覧から変更したいジ
ョブを選択し、【変更】をクリックします。

変更

スケジュール内容を確認したいジョブを選択し、【スケジュール】
をクリックします。現在のスケジュールの内容が表示されます。

スケジュール

スケジュールを待たずに既存のジョブを今すぐ実行する場合は、
ジョブを選択し、【実行】をクリックします。

実行

同期設定でバックアップされたファイル / フォルダはN-RAIDの「Remote Backup」フォル
ダに保存されます。「Remote Backup」は、初期設定ではnasrootのみがログインできるよう
に設定されています。

注　意 



今後、記録される同期設定の〈ログ〉に表示される情報のレベル
を変更できます。過去のログは変更できません。

ログレベル

30分～6時間の間隔から選択できます。すぐに更新したい場合
は【今すぐ更新】をクリックします。

サーバリストの
更新間隔

コードページを変更したい場合は「変更する」を選択します。コードページ

同期設定のジョブが正常に実行されたかどうか、記録を残します。
ログリストから条件別にログを検索してピックアップすることも可能です。
次ページの表を参照してください。
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ジョブを実行した日付、時間が表示されます。期間

作成者が表示されます。ジョブIDが赤色で表示されます。作成者.ジョブID

ジョブを行った作業内容が表示されます。メッセージ

検索する日付を設定します。期間

何番のジョブIDをログリストに表示させるかを選択します。ジョブID

どの作成者をログリストに表示させるかを選択します。作成者

検索を実行する時にクリックします。検索

検索された期間のログ内容をダウンロードします。詳しくは次
項目の『ログのダウンロード』を参照してください。

ダウンロード

ジョブのログを消去する時にクリックします。消去

以下の内容はログリストに表示する期間を検索する際に設定します。

検索されたログリストに表示されているジョブのログをダウンロードします。

ファイル名：bsync_log_nasroot.bin



ジョブとスケジュールの設定内容の書き出し（バックアップ） / 読み込み（リストア）
を行います。

ジョブとスケジュールの設定内容の書き出し（バックアップ）を行います。

ファイル名：bsync_conf.bin
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ジョブとスケジュールの設定内容の読み込み（リストア）を行います。



サーバの状態を確認したり、サーバを管理するための各種設定を行います。

サーバの各種状態を表示します。
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CRC機能で検出したデータ伝送エラー回数が表示されます。 CRC エラー回数 

ディスクが対応するデータ転送モードの最高速度が表示されます。 最高速度 

ECC機能によってデータエラーが修正された回数が表示されます。 ECC エラー回数 

ディスクの番号が表示されます。 品番 

バッドセクターの数が表示されます。バッドセクターが表示され
た場合は、他のディスクにも障害が発生していないか確認してく
ださい。バッドセクターが表示された場合は、弊社カスタマサポー
トまでご連絡ください。 

バッドセクター数 

RAIDボリュームのレベルが表示されます。 タイプ 

搭載されているディスクのうち、RAIDボリュームに構成され
ているディスクのナンバーが表示されます。 RAIDディスク 

ボリューム全体の容量がMBで表示されます。 容量（MB） 

ボリュームの状態が表示されます。 ステータス 

ボリュームのナンバーが表示されます。 No.

リビルドをおこなう速度が表示されます。 リビルド速度 

RAIDボリュームのストライプサイズが表示されます。 ストライプサイズ 

ボリューム内で使用されている容量がMBで表示されます。 使用量（MB） 
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サーバに障害が発生した時の設定を行います。
障害通知は、ブザーによる通知とメールによる通知を行うことができます。
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通知方法を選択します。「メール」を選択すると画面が切り替わ
ります。詳細については次ページを参照。ステータス

CPU温度の異常が検知された場合に通知するかどうかを選択
します。通知を行わない場合は、スピーカーマークをクリックし、

「×」を表示させます。『CPU』という文字が緑色の場合は正常に
動作しています。赤字の場合は高温による温度異常の障害です。
赤字の場合にはP130の「たびたび温度異常の警告がでる」を参
照してください。

温度

ファンの異常が検知された場合に通知するかどうかを選択し
ます。通知を行わない場合は、スピーカーマークをクリックし、

「×」を表示させます。『CPU ファン』という文字が緑色の場合は
ファンが正常に動作しています。

ファン

ディスクの異常が検知された場合にブザーを鳴らすかどうか
を選択します。『Disk』という文字が緑色の場合はディスクが正
常に動作しています。ディスクに何らかの障害が発生している
場合は赤字で表示されます。赤字の場合にはP117の「2.障害が
発生した時は」を参照してください。ブザーを止める場合はスピー
カーマークをクリックし、「×」を表示させます。

ディスク

ボリュームの異常が検知された場合に通知するかどうかを選
択します。障害に応じて黄字や赤字で表示されます。『Volume』
という文字が緑色の場合はRAIDの構成に問題はありません。
黄字の場合はディスクの障害によってRAID構成の冗長性が失
われています。黄字の場合にはP117の「2.障害が発生した時は」
を参照してください。赤字の場合はRAID構成を保つことがで
きなくなっています。赤字の場合には至急、弊社カスタマサポー
トへお問い合わせください。ブザーを止める場合はスピーカー
マークをクリックし、「×」を表示させます。通知を行わない場
合は、スピーカーマークをクリックし、「×」を表示させます。

ボリューム

ブザーによる通知をするかどうかを選択します。ブザー



通知方法を選択します。”ブザー”を選択すると画面が切り替わ
ります。詳細については前ページを参照。ステータス

メールによる通知をするメールサーバを入力します。
IPアドレスもしくはホスト名を入力します。メールサーバ

認証が必要なメールサーバの場合は、［AUTH LOGIN］、不要な
場合は、［NO AUTH］を選択します。Auth Type

設定時にテストメールを送る場合には「はい」を選択します。
テストメールを
送信

送信先
メールアドレス1～3

通知先のメールアドレスを入力します。
必要に応じ３つまで入力することが可能です。

メールによる通知をするかどうかを選択します。メール

メールのヘッダに付加する発信者メールアドレスを入力します。発信者メールアドレス

図の値は入力例です。
この情報はネットワーク管理者
より入手してください。
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旧パスワードを入力します。 旧パスワード 

変更するパスワードを入力します。使用できる文字は半角英数
字で最大14文字までです。 新パスワード 

新パスワードで入力したものと同じパスワードを入力します。 パスワード確認 



サーバのシステム設定をファイル化して、バックアップやリストア（復元）を行います。

サーバ設定ファイルを作成し、クライアントマシンへダウンロー
ドするには「バックアップ」を選択します。
すでに、クライアントマシンにダウンロードされた設定ファイ
ルをアップロードして設定を行うには「リストア」を選択します。

バックアップ/
リストア
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サーバの全ての設定が初期化され、データも消去されます。設定の初期化を行う場合は、あ
らかじめデータのバックアップを実行してください。注　意 



サーバのファームウェア（サーバソフトウェア）の更新を行います。

クライアント上のファームウェアファイルの保存先を指定し
ます。【参照】をクリックしてファイルを指定することもできます。 ファイルの参照 



C
hapter 3 サーバに接続された、無停電電源装置の停電監視を設定します。

当社で推奨するUPSは以下のとおりです。
 ・APC社製 Smart-UPSシリーズ
 ・APC社製 Back-UPS ES 500/750（別売のシリアルケーブルが必要です。）

停電後のUPS監視を行う場合にチェックを入れます。  
この項目が有効になっている時は、停電検出後にUPSの運転状
態を監視し、電池容量 が5%以下またはバッテリでの電源供給
の残り時間が5分以内になると、待機時間内であってもサーバ
をシャットダウンします。 

停電後の 
UPS監視 

UPSの停電を検出してからサーバーのシャットダウンを行う
までの時間を入力します。 

停電後の 
待機時間 

APC Smart UPS、またはAPC Back-UPS ES 500/750（RS-232）を
選択します。 

UPSの選択 

UPSの停電監視を行うかどうかを選択します。 UPS監視 

接続クライアント 
への通知 

接続中のクライアントに、UPS異常を通知する場合にチェック
を入れます。 クライアントの種類や設定によっては、通知が行
われないことがあります。 



設定画面をログアウトし、YFS Controller Proを終了します。
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サーバを終了する場合、本製品に接続しているクライアントの状況を確認してから終了して
ください。

　

注　意 

注　意 

N-RAIDはデータの安全のためにfsck（ファイルシステムチェック）を自動的に
実施し検査と修復を行います。
（1）前回のfsck実施から起動を30回実行した場合か、（2）前回のfsck実施から
100日経過した場合かの「fsck実施条件（起動回数／日時）」が満たされた状態の
「次回」起動時に自動的に実施されます。fsckには数十分から数時間を要します。

【シャットダウン】→【終了】から【OK】を選択してもYFS Controller Pro の表示は「シャッ
トダウン（終了）しています。しばらくお待ちください。」のままになります。終了は、N-RAID
本体の液晶パネルで終了したかどうか確認してください。

注　意 



ハードディスクドライブは長期間お使いになると劣化によ
り、故障が発生することがあります。Chapter 4 では、障
害時のアラートと復旧の方法などを説明しています。本製
品の使用を開始したら次ページの「1. 日常の運用につい
て」をお読みになることをお勧めします。



C
hapter 4 日常の運用および障害が発生した場合の本製品の取り扱いについて、以下の点にご注

意ください。

●本製品の電源が入った正常な状態で「ドライブホルダーを取り出す」など
の操作をしないでください。正常な状態でもこれらの操作をすると、オー
トリビルド機能により再構築が開始されたり、最悪の場合はすべてのデー
タが失われることがあります。

●ドライブホルダーは当社指定のもの以外は絶対に使用しないでください。
また、ドライブホルダー内のドライブをお客様ご自身で交換しないでくだ
さい。本製品が正常に動作しなくなります。なお、お客様ご自身でドライ
ブを交換された場合は保証の対象外になります。

●正常時および障害時のいずれの場合でも、電源を切った状態でドライブホ
ルダーを交換しないでください。再構築が開始され、ドライブの不一致を
検出できない場合はデータの内容が保証されないばかりか、正常なドライ
ブホルダーのデータが失われる恐れがあります。

ハードディスクドライブは消耗品です。長期間使用していると、いずれは劣化による
エラーや故障が発生します。その時に備えて準備をしておきましょう。

●障害の発生に備え、交換用ドライブホルダーを準備しておき、障害時に迅速
に対応するために、あらかじめ次ページ以降の内容を一度お読みください。

●読み書き時にエラーが多発するようになれば、ドライブの劣化が進行して
いると考えられます。障害が発生するかも知れないと考え、障害時の準備
を整えておきましょう。

●1台のドライブに障害が発生した場合は、同じ消耗度である他のドライブ
にも障害が発生するかも知れないと考え、障害時の準備を整えておきま
しょう。



ここでは本製品に障害が発生した場合の状態とアラートの解除方法について説明して
います。以下の手順で対処してください。

　　..... 弊社カスタマサポートまでご連絡ください。（P134参照）

本製品のドライブホルダー内のドライブに障害が発生すると、ブザーとランプ表示に
よって障害が発生したことを知らせます。

一旦、障害が発生したドライブホルダーは再度入れないでください。障害が発生したディス
クを入れると正常に復旧ができなくなるだけでなく、データを失う恐れがあります。

障害が発生すると、「ピーピー」と断続的にブザーが鳴ります。ブザーを止
めるには、YFS Controller Proでアラートを解除するか、障害が発生したドラ
イブホルダーを交換用ドライブホルダーに入れ替えます。
ドライブホルダーを入れ替え、リビルドが開始されると、ブザーが止まります。

障害の発生したドライブホルダーの「ハードディスク電源ランプ」が赤色に
点灯します。

ディスクの障害状況については、【サーバ管理】→【ステータス】→【ボリュー
ム】の画面からダブルクリックすることで、ディスクとボリュームのそれぞ
れの詳細情報を確認することができます。詳しくはP103「・ディスク」「・
ボリューム」を参照してください。

アラートの解除を行い、障害の発生したドライブホルダーを外した状態でも動作は可能です
が、製品本来が持つデータの安全性を保つことができません。障害が発生した場合は、でき
るだけ速やかにドライブホルダーの交換を行ってください。

注　意 

注　意 



C
hapter 4 障害が発生すると、「ピーピー」と断続的にブザーが鳴ります。ブザーを止めるには、

YFS Controller Pro でアラートを解除するか、障害が発生したドライブホルダーを交
換用ドライブホルダーに入れ替えます。
ドライブホルダーを入れ替え、リビルドが開始されると、ブザーが止まります。

アラートを解除したあとも、本製品の電源は切らないでください。
注　意 

アラートの解除を行い、障害の発生したドライブホルダーを外した状態でも動作は可能です
が、製品本来が持つデータの安全性を保つことができません。障害が発生した場合は、でき
るだけ速やかにドライブホルダーの交換を行ってください。

注　意 



故障したドライブホルダーを交換用ドライブホルダーと入れ替えます。復旧作業は本
製品の電源を入れたままの状態で行います。本作業前には必ずデータを確認し、可能
な限りバックアップを行うことをお勧めします。

本製品の使用中に、万一ディスクに障害が発生した場合は、ドライブホルダーの交換（ユー
ザーズマニュアル「障害が発生した時は」を参照）を行ってください。なお、ドライブホル
ダー交換後の復旧動作（リビルド）には、2時間から8時間程度を要します。
復旧作業中の本製品に対し、読み出しや書き込みを行うことは可能ですが、正常時よりも読
み書きに時間がかかります。また、復旧作業中に読み出しや書き込みを行うことにより、復
旧が完了するまでの時間がさらに長くなりますのでご注意ください。

電源が入っていない状態でドライブホルダーの交換をすると、エラーが発生します。ドライ
ブホルダーの交換は必ず電源が入った状態で行ってください。

一旦、障害が発生したドライブホルダーは再度入れないでください。障害が発生したディス
クを入れると正常に復旧ができなくなるだけでなく、データを失う恐れがあります。

注　意 

取 手 

・ドライブホルダーの取手を持って
スロットから引き出します。

注　意 

注　意 
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一旦、障害が発生したドライブホルダーは再度入れないでください。障害が発生したディス
クを入れると正常に復旧ができなくなるだけでなく、データを失う恐れがあります。

復旧作業中の本製品に対し、読み出しや書き込みを行うことは可能ですが、正常時よりも読
み書きに時間がかかります。そのため、動画やオーディオファイルは正常に記録/再生ができ
ないことがあります。また、復旧作業中に読み出しや書き込みを行うことにより、復旧が完
了するまでの時間がさらに長くなりますのでご注意ください。

復旧作業を一時的に中断したい場合は、復旧作業中に本製品の電源を切ることで中断するこ
とができます。再び電源を入れると、中断した時点から復旧作業を再開します。
また、復旧作業中に本製品の電源を誤って切ってしまった場合でも、そのまま本製品の電源
を入れることで復旧作業を続けることができます。
ただし、電源を切った状態で、ドライブホルダーを交換するなどの操作は絶対にしないでく
ださい。正常に復旧できないだけでなく、正常なドライブホルダーのデータも失われます。

ドライブが故障している場合は、修理する必要があります。弊社カスタマサポートまでご連
絡ください。（P134参照）

注　意 

注　意 

注　意 

注　意 

・キーを差し込み、時計方向に
回します。



ボリューム設定でスペアディスクを1台以上設定した場合、障害が発生してもスペア
ディスクが自動的に障害が発生したディスクの代わりとなり、復旧を行います。
障害が発生したドライブホルダーは、できるだけ速やかに交換を行ってください。
交換したドライブホルダーは以下の手順で、再度スペアドライブとして設定してくだ
さい。

選択する 



Chapter 5ではRAIDシステムに関する基本的な説明、本製
品が正常に動作しない時のトラブルシューティングとカス
タマサポートなどをご案内しています。必要に応じてお読
みください。



C
hapter 5 ハードディスクは、コンピュータの周辺機器において重要な役割を持ちなが

ら、大きな問題を抱えたデバイスです。一つは他のデバイスに比べて故障が
多いこと、もう一つはバスやメモリ、CPU などの処理速度に比べ、ハード
ディスクの読み書きの速度が遅いということです。
これらの問題を安価なハードディスクを使いながら解決する技術が RAID

（レイド：Redundant Array of Inexpensive Disk drives）です。

RAIDはハードディスクなどの記憶装置を複数用意し、アクセスを分散させ
ることにより、高速、大容量で信頼性の高いディスク装置を実現できます。
ただし、RAIDはハードディスクの故障を減らす手段ではなく、故障による
データの消失やシステムの中断を最小限にくい止める手段であり、ハード
ディスクによるトラブルがなくなるわけではありません。

RAIDには、RAID 0～ RAID 5まで 6種類の「RAIDレベル」と呼ばれる種
類があります。
ここでは、N-RAIDシリーズが採用している「RAID 0」「RAID 1」「RAID 3」

「RAID 5」とRAID構成をとらない場合の「シングルディスク」について説
明します。

RAID構成をとらず、ハードディスクを1台ずつ使用します。ハードディス
クが故障するとデータの読み書きができなくなります。データ保存に使用で
きるディスク容量はそのディスク1台分になります。



RAID 1は「ミラーリング」とも呼ばれ、2台以上1組でハードディスクを利
用する機能です。2台以上のハードディスクそれぞれに同じデータを同時に
保存します。もし、このうち1台のハードディスクが故障した場合でも、複
数のハードディスクに全く同じデータが保存されていますので、そちらの
ハードディスクを使って読み書きを続けることができます。データ保存に使
用できるディスク容量はRAIDを構成するディスク1台分になりますが、大
切なデータの保存に最適な手段のひとつです。

Block 1
Block 2
Block 3
Block 4
Block 5
Block 6

Block 1
Block 2
Block 3

Block 1
Block 2
Block 3

Block 1
Block 2
Block 3

Mirror Mirror

Block 1
Block 2
Block 3
Block 4
Block 5
Block 6

Block 1
Block 4
Block 7

Block 2
Block 5
Block 8

Block 3
Block 6
Block 9

RAID 0は「ストライピング」とも呼ばれ、最小構成単位が2台のシステムで、
複数のハードディスクに、データを均等に分散して保存します。分散した
データを同時並列的に読み書きすることで、データ転送速度が高速になりま
すが、ディスクが1台でも故障するとデータの読み書きができなくなります。
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RAID 5は最小構成単位が3台のシステムで、複数のハードディスクにデー
タを分散して保存します。この時、RAID 5を構成するそれぞれのハードディ
スクにはデータ以外に、「パリティ情報」と呼ばれる内容も記録されます。
パリティ情報は、ハードディスクの障害により、データの一部が消失しても
データを復元できるようにするための情報が格納されています。
これにより、もしハードディスクが1台故障したとしても、パリティ情報か
ら正常なデータに復元できるようになっています。
データ保存に使用できるディスク容量は、
パリティを記録するための容量が必要な
ため、RAIDを構成するハードディスクの
総容量から1台分引かれますが、データの
分散とキャッシュの組み合わせで読み書
きを高速化できます。
全体的にパフォーマンスに
も優れており、システムを
停止させることのできない
サーバ用ストレージに最適
です。
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Parity（1,2）
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Parity（5,6）

RAID 3は最小構成単位が3台のシステムで、複数のハードディスクにデー
タを分散して保存します。この時、「パリティ情報」と呼ばれる内容が、RAID
3を構成するハードディスクのうちパリティ専用の1台に記録されます。
パリティ情報は、ハードディスクの障害により、データの一部が消失しても
データを復元できるようにするための情報が格納されています。
これにより、もしハードディスクが1台故
障したとしても、パリティ情報から正常な
データに復元できるようになっています。
データ保存に使用できるディスク容量は、
パリティを記録するための容量が必要なた
め、RAIDを構成するハード
ディスクの総容量から 1 台
分引かれます。
全体的なパフォーマンスは
RAID 5に劣ります。



正常に動作しない場合などトラブルが発生した時は、下記のことを確認してください。

本製品の設置場所によりホコリや温度などの影響を受けている場合があります。
P14の「ご使用になる時の注意事項」の「設置場所について」の項を参照し、
正常な設置が行われているかどうかを確認してください。
また、本製品の右側にある通気口にホコリが溜まっている場合は、ホコリの
除去を行ってください。それでもエラーが解除されない場合は、N-RAID内
部のCPUファンが故障した可能性があります。弊社カスタマサポートまでご
連絡ください。
※ 清掃は、必ず本体の電源をOFFにした状態で行ってください。

ハードディスクに異常が起こると、ハードディスク電源ランプが赤色に点灯
します。RAID1～5を構成しているドライブホルダーであれば、正常なドラ
イブホルダーと交換すれば復旧させることができます。（P119参照）
また、ボリューム設定の際にスペアディスクを設定しておくと、異常が発生
した時に自動的にスペアディスクを割り当て、復旧が行われます。
異常が起きたドライブホルダーが、シングルディスクやRAID0に設定されて
いる場合には、データを復旧させることはできません。

アラートを解除してブザーを止めてください。（P118参照）
ブザーが止まったら、弊社カスタマサポートまでご連絡ください。
また、問題が解決した後はブザーの設定をONに戻してください。
設定をOFFのままにしておくと、次回障害の発生時や警告の場合にブザーが
鳴らないため、問題の発見が遅れ、重大な障害につながる可能性があります。



C
hapter 5 電源ケーブルが正しく接続されているか確認してください。

電源ケーブルが接続されている状態で、何度か電源スイッチをONにして下
さい。それでも変化がない場合は、N-RAIDから電源コードを抜いた状態に
して、弊社カスタマサポートまでご連絡ください。また、安定した電源供給
が行われるように、可能な限り壁コンセントから直接電源ケーブルを接続す
るようにしてください。（タコ足配線は故障の原因になります。）
本製品に対応したUPSの使用を推奨いたします。

ケーブルが正しく接続されているか、サーバに障害が発生していないかどう
か確認してください。詳しくはP117「2.障害が発生した時は」を参照してく
ださい。

サーバが正しく接続されているか、サーバに障害が発生していないか確認し
てください。また、ネットワーク環境に変化がないか確認してください。
詳しくはP117「2.障害が発生した時は」を参照してください。

本製品を再起動後、ボリュームにアクセスできるか確認してください。
アクセスできない場合、Web ブラウザより「YFS Controller Pro」の画面を
開き、ログインできるか確認してください。
ログインに時間がかかる場合は、ファイルシステムのチェックをしている可
能性がありますので5分～30分程度待ってください。
問題が解決されない場合は弊社カスタマサポートまでご連絡ください。

本製品のCPUファンや背面のファン、ディスクドライブの故障が考えられます。
重大な障害に繋がる可能性がありますので、早めに弊社カスタマサポートま
でご連絡ください。



本製品のIPアドレス（液晶表示パネルに表示されるIPアドレス）を入力し
てもログイン画面が表示されない場合、アドレスに見間違い、入力間違いが
ないか確認してください。また、本製品とクライアントマシンが同じネット
ワーク上にあることを確認してください。
上記2点に問題がない場合、本製品とクライアントマシンを直接ネットワー
クケーブル（クロスケーブル）で接続してお試しください。
問題が解決されない場合は弊社カスタマサポートまでご連絡ください。

ユーザ名とパスワードに間違いがないか確認してください。
パスワードを忘れてしまった場合は、パスワードを初期化するために本製品
を弊社までお送り頂く必要があります。その場合には、弊社カスタマサポー
トにご連絡ください。
パスワードはくれぐれも忘れないように注意してください。

本製品のファイルシステムに問題が発生している可能性があります。
電源スイッチを長押しして強制的に終了させた後、再度電源スイッチを押し
てください。ボリュームの復旧作業が開始された場合、起動完了まで数十分
から数時間かかります。

本製品内部のCPU温度が64℃以上になったため、保護機能が働いて自動的
にシャットダウンされたと考えられます。数十分から数時間、冷却のために
時間を空けてから、起動ができるか確認してください。
また、前面のドライブホルダーについている吸気口と本体右側面の吸気口が
詰まっていないか確認してください。ホコリなど詰まっていれば、掃除機な
どで 清掃してください。
※ 清掃は、必ず本体の電源をOFFにした状態で行ってください。



C
hapter 5 液晶表示パネルに表示されるメッセージについては、別紙の『液晶表示パネ

ル / ステータス ログ 主な表示一覧表』をご覧ください。

液晶表示パネルに表示されるメッセージについては、別紙の『液晶表示パネ
ル / ステータス ログ 主な表示一覧表』をご覧ください。
一覧表に載っていない場合は、本製品に何らかの障害が起きている可能性が
あります。弊社カスタマサポートまでご連絡ください。

本製品の設置場所によりホコリや温度などの影響を受けている場合があります。
【サーバー管理】→【ステータス】→【ログ】でエラーの表示を確認してく
ださい。
本体の正しい設置の仕方についてはP14の「ご使用になる時の注意事項」の

「設置場所について」の項を参照してください。
また、本製品の右側にある通気口にホコリが溜まっている場合はホコリの除
去を行ってください。それでもエラーが解除されない場合は、弊社カスタマ
サポートまでご連絡ください。

当該ファイル、フォルダが不可視の設定になっていないか確認してください。
また、Web ブラウザより「YFS Controller Pro」の画面を開いてログインし
てください。

【ユーザー設定】→【ファイルマネージャ】を選択し、データが残っている
か確認してください。
データが残っている場合は、再起動などにより解決されることがあります。

また、利用者が誤って消去していないか確認してください。



Windows共有のセキュリティーレベルをユーザで使用している場合、サーバ
またはコンピュータが起動した直後は、コンピュータの名前が参照できない
ことがあります。Windowsネットワークでは、ワークグループ内にブラウザ
が存在し、コンピュータの一覧（ブラウズリスト）を受け渡ししています。
ブラウザから接続したコンピュータの名前を取得できるまでに、10数分必要
な場合があります。この問題を回避するためにはサーバを起動したままにす
ることをお勧めします。また、Windows NT / 2000 / XPから接続する場合に
は、【スタート】メニューから【ファイル名を指定して実行 . . . 】で

［¥¥192.168.0.250］のように指定することですぐに接続できます。

本製品とクライアントマシンの再起動を行った後、正常にアクセスできるか
確認してください。
問題が解決されない場合は弊社カスタマサポートまでご連絡ください。

通信プロトコルの問題が考えられます。
本製品を再起動することにより問題が解決されるか確認してください。

通信プロトコルの問題が考えられます。
本製品を再起動することにより問題が解決されるか確認してください。



C
hapter 5

本製品の「ネットワーク」および「IP設定」が「DHCP/BOOTPサーバより
取得」に設定されている場合、長時間本製品の電源が切れていると、これま
でとは違う IPアドレスを取得する場合があります。
また、ルータ設定がリセットされた時にDHCPサーバから異なる IPアドレ
スを取得します。この場合、エイリアス（ショートカット）を一度削除して
から改めて作成すると解決されることがあります。

IPアドレスの設定、ネットワーク環境を確認してください。

上記のように正常ではない方法でシャットダウンが行われた場合、中身の
データが破損、消失している可能性があります。
本製品の電源をONにしてデータの確認、正常に読み書きができることを確
認してください。（ファイルチェックのため、「Sync V1...」や「Check V1 FS」
と表示と表示されることがあります。その場合は、チェックが完了した後、
データを確認してください。）問題が解決されない場合は弊社カスタマサ
ポートまでご連絡ください。
また、停電対策として、「UPS（無停電電源装置）の設置」、「データのバック
アップ」を推奨いたします。

IPアドレスは、本製品の液晶表示パネルで確認することができます。（P24 参
照）また、本製品の液晶表示パネルでIPアドレスを変更することができます。

設定したパスワードを忘れてしまって、「YFS Controller Pro」にログインで
きなくなった場合、パスワードを初期化するために製品を弊社までお送り頂
く必要があります。その場合には、弊社カスタマサポートまでご連絡くださ

い。パスワードはくれぐれも忘れないように注意してください。



本製品の電源が入っていない場合は、そのままの状態でドライブホルダーを
元のスロットへ差し込んでください。そして付属のキーを使ってドライブホ
ルダーをロックしてください。通常は、特に問題は発生しません。
電源が入っている状態でボリューム構成に組込まれているドライブホルダー
1台を抜いてしまった場合、残りのドライブホルダーに問題がなければデー
タの読み書き ができます。 ※シングルディスクやRAID0でボリュームを構築されてい
る場合、全てのデータが失われます。

電源が入っている状態でボリューム構成に組込まれているドライブホルダー
2台以上を抜いてしまった場合、全てのデータが失われます。
再びRAIDを構築することにより、引続き使用することができます。

（データは残っていません）

本製品を再起動後、改めてファームウェアの更新をお試しください。
（P111参照）
連続して更新に失敗した場合は弊社カスタマサポートまでご連絡ください。

規約に従い、翌営業日以降の対応となります。
また、本製品に問題があると考えられる場合に限ります。
詳しくはオンサイト申し込み時の規約書をご覧ください。



C
hapter 5 もし、トラブルが解消しなかった場合は、製品を購入された販売店、もしくは弊社ま

でご相談ください。

弊社では、「カスタマサポート」の専用回線を設置しております。お問い合わせは、下
記あてにお願いします。

また、弊社Webサイトでは、製品情報、製品に関するトラブルシューティング、ドラ
イバソフトおよびソフトウェアのアップデートサービスなど、最新のサポート情報を
公開しています。お問い合わせの前にご確認ください。

   ※カスタマサポートの専用回線が混み合っている場合は、しばらくたってから
   おかけ直しいただくか、下記の電話番号あてにご連絡ください。

ヤノ電器株式会社
〒651-2242　神戸市西区井吹台東町1-1　Tel.（078）993-0007
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